
おいしい水と、うまい空気で、人とお米が育つまち
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おいしい手料理
　秋の野菜を主役の素材に使って、手間なし簡単な秋の
メニューです。

　

　

【大根ステーキ】
＜材　料＞ （２人分）
●大根………約12cm
●しめじ茸…２分の１株
●調味料……ポン酢、醤油、七味唐辛子（好み）

＜作り方＞
①下ごしらえ：大根を４等分に輪切りにし、皮を厚めにむい
　て面取りする。
　片面に十字の切り込みを入れ、米のとぎ汁で軟らかくなる
　まで茹でて水気を切る。
　しめじは石づきを取り小房に分ける。
②フライパンに油を敷き、大根の両面をこんがり焼く。
　続いてしめじ、ししとうもさっと火が通る程度に焼く。
③皿に大根、しめじ、ししとうを盛り、あれば柚子、すだち
　などをそえる。
④ポン酢、醤油、七味唐辛子をお好みでかけていただく。

【かぼちゃの春巻き】
＜材料＞（10個分）
●かぼちゃ…………………500ｇ
●レーズン…………………大さじ3
●春巻きの皮（市販品）…10枚
●調味料…塩（小さじ２分の１、こしょう（少々）、マヨネ
　ーズ（大さじ４）　　　　　　　　　　　　　　　
●揚げ油……………………適量
　

＜作り方＞
①下ごしらえ：かぼちゃの皮を取り、乱切りにして軟らかく
　茹で、水気を飛ばし細かくつぶす。
②ハム、パセリをみじん切りにする。
③レーズンをぬるま湯に浸して戻し水気を切る。
④マヨネーズ、塩、こしょうでかぼちゃに味付けし、ハム、
　レーズン、パセリも加えて良く混ぜ10等分する。
⑤春巻きの皮を広げ、水で戻したレーズンを手前に置いて端
　からきっちりと折り巻く。
⑥巻き終わりに水溶き小麦粉を付けて閉じる。
⑦セ氏180度の油できつね色になるまでカラリと揚げて完成。

（和田佳子さん）

【食べて健康・豆知識】
　じゃが芋の主成分はでんぷんですが、ビタミンCやカリウムも多
く含まれています。カリウムは塩分を体外に運び出し、血圧を下げ
る働きがあります。また腸の働きを促進させる食物繊維も含んでい
ます。ただし腎炎などでカリウムを制限されている方は、多食を避
けましょう。
　品種は「男爵」「メークイーン」「農林１号」などがあり、「男
爵」はでんぷんが多く粉質なので、調理法としてはゆでて粉ふき芋、
マッシュポテトなどに。「メークイーン」は肉質が細かく崩れにく
いので、炒めたり、煮込んだりするのに最適です。

（保健福祉課栄養士　中村弘美）
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第5回ひがしかわ大写真展
町民一般部門

「落ち葉いっぱい」
高橋やす子さん撮影
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紀
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プ
ロ
用
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材
と
し
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写
真
機
の
進
歩
の
歴
史
と
と
も
に
時
を
刻
ん
で
き
た
ス
ピ
ー
ド
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
（
通
称
ス
ピ

グ
ラ
、
４
×
５
㌅
版
な
ど
）
の
貴
重
な
歴
代
カ
メ
ラ
と
レ
ン
ズ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
数
々
が
東
川
町
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
収
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
新
た
に
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
名
づ
け
て「
ス
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グ
ラ
倉
石
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」の
誕
生
で
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の
で
す
。

　

そ
れ
ま
で
の
カ
メ
ラ
は
重
く

大
型
で
、
さ
ら
に
重
く
大
き
な

木
製
三
脚
が
必
要
。
重
量
級
の

機
材
を
両
手
で
抱
え
て
足
で
移
動
し
な
け
れ

ば
撮
影
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
希
少
な
歴
史

的
文
化
遺
産
の
数
々
で
す
。

　

勤
務
先
の
所
属
部
署
が
写
真
機
材
も
取
り

扱
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
３
年
に
１
回

米
国
で
開
催
さ
れ
る
写
真
歴
史
学
会
に
出
向

い
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
は
、
そ
の
交
換
会

で
手
に
入
れ
た
と
い
う
１
８
５
０
（
嘉
永
３
）

年
ご
ろ
に
英
国
ロ
ン
ド
ン
で
撮
影
さ
れ
た
と

い
う
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
の
銀
板
立
体
写
真
、

立
体
写
真
を
見
る
た
め
の
特
製
ス
コ
ー
プ
、

１
９
３
１
（
昭
和
６
）
年
の
カ
ラ
ー
写
真
な

ど
と
い
う
貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
。

　

「
10
年
前
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
す
べ
て
処

分
し
よ
う
と
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
イ
ー
ス
ト
マ
ン

邸
国
際
写
真
博
物
館
（
米
国
イ
ー
ス
ト
マ

ン
・
コ
ダ
ッ
ク
社
の
創
業
者
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
市
）
で
み
て
も
ら
っ
た

ら
、
10
万
ド
ル
（
１
ド
ル
換
算
１
０
１
円

（
１
９
９
９
年
11
月
当
時
）
）
で
買
い
取
る

と
申
し
出
が
あ
っ
た
。
ど
う
使
う
の
か
、
と

聞
い
た
と
こ
ろ
、
資
料
と

し
て
保
管
す
る
と
い
う
返

事
だ
っ
た
。
自
分
と
し
て

は
、
だ
れ
で
も
触
っ
て
使

っ
て
も
ら
う
こ
と
が
希
望

だ
っ
た
の
で
、
そ
の
時
は

譲
渡
を
断
っ
た
」
と
い
う

エ
ピ
ソ
ー
ド
も
。

　

写
真
機
は
つ
い
数
十
年

前
ま
で
、
ご
く
一
握
り
の

写
真
専
門
家
し
か
手
に
す

る
こ
と
の
出
来
な
い
高
級

品
で
し
た
が
、
約
50
年
前
、

一
般
的
な
工
業
品
と
し
て

生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
広
く
普
及
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
そ
の
こ
ろ
の
ス
ピ
グ
ラ
は
、
「
会

社
勤
め
を
は
じ
め
た
こ
ろ
の
１
９
５
１
（
昭

和
26
）
年
当
時
、
Ｃ
│
15
型
機
（
１
９
４
７

年
型
）
は
27
万
円
も
の
高
価
な
カ
メ
ラ
で
、

新
品
で
は
と
て
も
買
え
な
か
っ
た
」
そ
う
で

す
。

　

２
年
前
、
大
病
を
経
験
し
て
自
ら
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
「
有
効
に
役
立
て
て
も
ら
い
た

い
」
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
紋

別
市
に
在
住
し
て
い
る
知
人
を
通
し
て
、
一

時
紋
別
市
立
博
物
館
に
収
蔵
し
て
い
ま
し
た

が
、
「
写
真
の
歴
史
や
価
値
を
分
か
る
と
こ

ろ
に
―
」
と
い
う
希
望
で
本
町
へ
の
寄
贈
が

実
現
し
ま
し
た
。

　

倉
石
さ
ん
は
本
町
の
フ
ォ
ト
・
フ
ェ
ス
タ

に
も
４
回
来
場
し
た
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。

２
０
０
６
（
平
成
18
）
年
に
は
文
化
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
ピ
ン
ホ
ー
ル
カ
メ
ラ
の
展
示
と
写
真

展
（
20
人
の
グ
ル
ー
プ
展
）
も
開
き
ま
し
た
。
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約
30
年
間
か
け
て
こ
つ
こ
つ
と
収
集
し
た

世
界
的
な
逸
品
33
台
、
レ
ン
ズ
、
フ
ラ
ッ
シ

ュ
、
乾
板
用
ガ
ラ
ス
ホ
ル
ダ
ー
、
フ
ィ
ル
ム

マ
ガ
ジ
ン
、
各
種
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
な
ど
、
画

像
を
記
録
す
る
道
具
と
し
て
発
達
し
て
き
た

黎
明
期
か
ら
の
カ
メ
ラ
の
歴
史
を
ひ
も
解
く

こ
と
が
で
き
る
品
々
で
す
。

　

希
少
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
機
材
を
寄
贈
し
て

く
れ
た
の
は
、
茨
城
県
鉾
田
市
汲
上
に
在
住

の
倉
石
馥
（
か
お
る
）
さ
ん
（
72
）
。

　

最
も
古
い
一
品
は
、
１
８
９
５
（
明
治

28
）
年
モ
デ
ル
の
「
サ
イ
ク
ル
・
ポ
コ
」

（
米
国
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
カ
メ
ラ
販
売
会
社
製

造
）
。
米
国
ボ
シ
ュ
・
ロ
ム
光
学
社
製
の
ユ

ニ
カ
ム
・
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
搭
載
し
て
い
ま
す
。

当
時
普
及
し
始
め
て
い
た
自
転
車
に
取
り
付

け
て
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
出
か
け
、
写
真
を
撮

る
こ
と
が
は
や
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
の

た
め
カ
メ
ラ
名
に

サ
イ
ク
ル
と
い
う

言
葉
が
つ
い
た
そ

う
で
す
。

　

そ
し
て
こ
の
カ

メ
ラ
が
ス
ピ
グ
ラ

誕
生
の
エ
ポ
ッ
ク

メ
ー
キ
ン
グ
機
に

な
り
ま
し
た
。
撮

影
の
簡
便
さ
と
大

型
カ
メ
ラ
に
取
り

付
け
ら
れ
た
高
速

シ
ャ
ッ
タ
ー
の
特

徴
を
合
わ
せ
て

「
ス
ピ
ー
ド
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
」
と
呼

ぶ
よ
う
に
な
っ
た

倉
石
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
誕
生
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寄贈した倉石コレクションの数 と々倉石さん
（10月１日、文化ギャラリーで）

　

20
世
紀
の
代
表
的
な
プ
ロ
用
機
材
と
し
て
、
写
真
機
の
進
歩
の
歴
史
と
と
も
に
時
を
刻
ん
で
き
た
ス
ピ
ー
ド
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
（
通
称
ス
ピ

グ
ラ
、
４
×
５
㌅
版
な
ど
）
の
貴
重
な
歴
代
カ
メ
ラ
と
レ
ン
ズ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
数
々
が
東
川
町
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
収
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
新
た
に
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
名
づ
け
て「
ス
ピ
グ
ラ
倉
石
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
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誕
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で
す
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20
世
紀
の
代
表
的
な
プ
ロ
用
機
材
と
し
て
、
写
真
機
の
進
歩
の
歴
史
と
と
も
に
時
を
刻
ん
で
き
た
ス
ピ
ー
ド
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
（
通
称
ス
ピ

グ
ラ
、
４
×
５
㌅
版
な
ど
）
の
貴
重
な
歴
代
カ
メ
ラ
と
レ
ン
ズ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
数
々
が
東
川
町
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
収
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
新
た
に
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
名
づ
け
て「
ス
ピ
グ
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倉
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コ
レ
ク
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誕
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「
君
の
椅
子
」題
材
に
新
曲
〜「
Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｏ
＆
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｅ
Ｐ
」公
演

「
君
の
椅
子
」題
材
に
新
曲
〜「
Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｏ
＆
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｅ
Ｐ
」公
演

もみがら利用開発センターで

　

10
月
１
日
、
旭
川
市
役
所
で
上
川
中
部
定

住
自
立
圏
構
想
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

共
通
の
生
活
圏
に
暮
ら
す
地
域
で
、
テ
ー

マ
ご
と
に
各
町
の
実
情
に
あ
わ
せ
て
事
業
連

携
し
て
生
活
機
能
強
化
に
取
り
組
み
、
と
も

に
住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と

い
う
も
の
で
す
。

　

そ
の
テ
ー
マ
は
、
医
療
（
二
次
医
療
体
制

の
公
的
医
療
機
関
輪
番
制
、
小
児
救
急
医
療

の
連
携
・
診
療
体
制
確
保
な
ど
）
、
こ
ど
も

緊
急
さ
ぽ
ね
っ
と
事
業
（
旭
川
市
内
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
が
緊
急
時
に
子
供
を
預
か
る
シ
ス
テ

ム
に
参
加
し
、
仕
事
と
育
児
の
両
立
を
支

援
）
、
消
費
生
活
相
談
、
移
住
定
住
促
進
な

ど
18
事
業
に
及
び
ま
す
。

　

旭
川
市
が
一
足
先
に
中
心
市
宣
言
（
昨
年

12
月
）
し
、
上
川
中
央
部
８
町
の
う
ち
、
美

瑛
町
を
除
く
鷹
栖
、
東
神
楽
、
当
麻
、
比
布
、

愛
別
、
上
川
、
東
川
の
各
町
が

合
意
し
、
東
川
町
は
二
次
救
急

医
療
な
ど
17
事
業
で
連
携
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
各
町
は
、
具
体
的
な
取

り
組
み
を
示
す
定
住
自
立
圏
共

生
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
旭
川

市
と
連
携
し
て
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

会
長
、
36
人
）
、
西
部
ゆ
う
あ
い
ク
ラ
ブ

（
加
藤
安
夫
会
長
、
49
人
）
の
皆
さ
ん
。
明

る
い
緑
色
ウ
ィ
ン
ド
ブ
レ
ー
カ
ー
を
着
て
、

学
校
帰
り
の
時
間
帯
、
月
１
〜
２
回
交
差
点

に
立
っ
て
子
供
た
ち
を
見
守
り
ま
す
。
特
に

近
く
の
道
道
旭
川
旭
岳
温
泉
線
は
要
注
意
。

　

街
頭
見
守
り
は
、
４
月
か
ら
10
月
ま
で
の

夏
期
期
間
中
。
い
つ
も
は
同
小
の
先
生
た
ち

が
交
代
で
下
校
時
の
交
通
安
全
見
守
り
を
し

て
い
ま
す
が
、
月
１
、
２
回
の
職
員
会
議
の

時
に
は
見
守
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
地
域
の
皆
さ
ん
に
相
談
し
て
「
東
小

じ
い
メ
ン
」
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

町
内
の
３
老
人
ク
ラ
ブ
で
活
動
さ
れ
て
い

る
み
な
さ
ん
が
東
川
小
学
校
（
飯
森
修
校
長
）

の
児
童
下
校
時
に
交
通
安
全
指
導
の
た
め
に

立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
名
づ
け
て
「
交
通
安

全
見
守
り
隊
『
東
小
じ
い
メ
ン
』
」
。
今
年

７
月
に
活
動
を
試
行
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
老
人

ク
ラ
ブ
で
検
討
し
た
結
果
９
月
下
旬
か
ら
正

式
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

大
雪
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
（
高
橋
正
雄
会
長
、

48
人
）
、
中
央
む
つ
み
ク
ラ
ブ
（
安
川
啓
子

　

10
月
18
、
19
の
２
日
間
、
東
川
町
農
協
ホ

ー
ル
で
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
構
築
セ
ミ
ナ
ー

「
自
慢
で
き
る
特
産
品
づ
く
り
へ
の
発
想
と

開
発
」
が
開
か
れ
、
マ
ー
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
・

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
㈱
プ
ラ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
代
表
、
出
村
明
弘

氏
が
地
域
ブ
ラ
ン
ド
作

り
の
基
本
を
指
南
し
ま

し
た
。

　

東
川
町
観
光
地
活
性

化
・
雇
用
創
造
協
議
会

（
藤
田
裕
三
会
長
）
が

開
き
ま
し
た
。

　

「
東
川
に
来
た
方
に

何
を
お
み
や
げ
に
勧
め

ま
す
か
。
観
光
客
は
何
を
お
み
や
げ
に
買
っ

て
い
く
で
し
ょ
う
か
？
」
と
問
い
か
け
、
地

域
ブ
ラ
ン
ド
開
発
、
地
域
経
済
活
性
化
の
必

要
性
と
開
発
ア
プ
ロ
ー
チ
の
基
本
を
指
摘
し

ま
し
た
。

　

「
話
題
性
を
売
る
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
る
、

戦
略
と
戦
術
の
３
つ
。
そ
し
て
魅
力
的
で
あ

る
た
め
に
ど
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
る
か

が
大
事
」
な
ど
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
「
Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
」
（
健
康
で
持
続

可
能
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
）
を
開
発
テ
ー
マ

の
一
例
と
し
て
挙
げ
、
「
東
川
の
魅
力
は
食

の
文
化
」
と
、
ブ
ラ
ン
ド
の
新
た
な
舞
台
と

仕
掛
け
づ
く
り
、
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
ア

イ
デ
ア
の
一
端
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

新
〝
名
物
〞
づ
く
り
、特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
構
築
セ
ミ
ナ
ー

新
〝
名
物
〞
づ
く
り
、特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
構
築
セ
ミ
ナ
ー

「
交
通
安
全
見
守
り
隊『
東
小
じ
い
メ
ン
』」発
足

「
交
通
安
全
見
守
り
隊『
東
小
じ
い
メ
ン
』」発
足

　

10
月
18
日
、
バ
イ
オ
マ
ス
原
料
の
燃
料
製

造
を
ネ
パ
ー
ル
国
内
で
実
用
化
さ
せ
る
た
め

道
内
を
視
察
研
究
し
て
い
る
ネ
パ
ー
ル
の
研

究
者
３
人
ら
が
、
今
年
も
町
内
の
ノ
ザ
ワ
物

産
（
能
沢
勇
人
社
長
）
の
も
み
が
ら
利
用
開

発
セ
ン
タ
ー
（
東
５
号
）
な
ど
を
視
察
し
ま

し
た
。

　

元
ネ
パ
ー
ル
国
立
科
学
技
術
院
技
術
部
長

で
現
在
Ｎ
Ｇ
Ｏ
グ
ル
ー
プ
・
ネ
パ
ー
ル
環
境

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
）
化
学

分
野
担
当
の
ラ
メ
ッ
シ
ュ
・
マ
ン
・
シ
ン
さ

ん
（
60
）
、
Ｃ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
機
械
（
農
業
機
械
）

設
計
分
野
担
当
の
ス
リ
マ
ッ
ト
・
シ
ュ
レ
ス

タ
さ
ん
（
43
）
、
昨
年
に
続
い
て
２
度
目
に

来
日
し
た
ネ
パ
ー
ル
化
学
技
術
院
技
術
専
門

員
、
イ
ス
ワ
ー
ル
・
マ
ン
・
マ
ハ
ラ
ジ
ャ
ン

さ
ん
（
40
）
ら
７
人
。

　

（
独
）
国
際
協
力
機
構
（
東
京
）
＝
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
の
草
の
根
交
流
と
し
て
来
町
し
、
昨
年

視
察
し
た
ノ
ザ
ワ
物
産
の
も
み
殻
く
ん
炭
製

造
シ
ス
テ
ム
を
再
び
訪
れ
ま
し
た
。

　

ネ
パ
ー
ル
で
は
、
も
み
殻
な
ど
農
作
物
残

さ
、
牛
ふ
ん
を
乾
燥
さ
せ
た
も
の
、
雑
草
な

ど
が
重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
（
燃
料
）
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
安
価
で

新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
開
発
す
る
必
要
に

迫
ら
れ
て
い
る
と
い
い
、
一
般
に
利
用
さ
れ

な
い
松
葉
、
松
ぼ
っ
く
り
を
燃
料
と
し
て
く

ん
炭
ペ
レ
ッ
ト
の
生
産
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し

た
い
意
向
を
も
っ
て
い
ま
す
。
安
価
で
丈
夫

な
ノ
ザ
ワ
物
産
の
シ
ス
テ
ム
が
ネ
パ
ー
ル
国

内
に
導
入
最
適
と
判
断
。
機
械
設
計
担
当
、

化
学
反
応
シ
ス
テ
ム
の
調
査
担
当
者
と
と
も

に
再
度
調
査
に
来
町
し
ま
し
た
。

み
な
ど
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
い
つ
ま
で
も
健
康
な
歯
を
保

つ
た
め
「
歯
と
口
腔
の
健
康
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
上
川
総
合
振
興
局
保
健
環
境
部
の
羽

田
孝
臣
主
任
技
師
が
口
の
健
康
手
入
れ
を
ア

ド
バ
イ
ス
、
各
地
の
老
人
ク
ラ
ブ
自
慢
の
芸

能
発
表
も
披
露
し
て
大
会
が
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

席
上
、
上
川
管
内
８
町
老
人
ク
ラ
ブ
の
20

人
を
功
労
者
表
彰
、
１
人
を
感
謝
表
彰
し
、

本
町
か
ら
９
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

９
月
28
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で

上
川
支
庁
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
宮
下

登
会
長
）
主
催
の
22
年
度
上
川
管
内
町
村
老

人
福
祉
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

管
内
23
市
町
村
か
ら
各
地
の
老
人
ク
ラ
ブ

役
員
ら
約
４
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
輪
を
ひ
ろ
げ
み
ん
な

の
力
支
え
愛
」
。
ク
ラ
ブ
会
員
の
増
加
と
会

員
同
士
の
生
き
が
い
交
流
、
活
発
な
活
動
と

交
流
を
通
し
て
地
域
を
豊
か
に
す
る
取
り
組

　

10
月
3
日
、
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
で
「
君
の
椅
子
」
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
ち
な
ん
で
出
来
た
と
い

う
新
曲
「
君
の
椅
子
」
の
発
表
コ

ン
サ
ー
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　

札
幌
を
拠
点
に
音
楽
活
動
を
し

て
い
る
歌
手
の
Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｏ
さ
ん

と
サ
ッ
ク
ス
奏
者
で
音
楽
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
の
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｅ
Ｐ
広
石
さ

ん
、
そ
し
て
２
人
の
ス
ト
リ
ン
グ
ス
な
ど
を

加
え
た
ユ
ニ
ッ
ト
「
Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｏ
＆
Ｃ
Ｈ
Ｅ

Ｅ
Ｐ
」
の
新
曲
と
し
て
初
披
露
し
ま
し
た
。

　

舞
台
に
は
東
川
小
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
14
人

が
バ
ッ
ク
コ
ー
ラ
ス
と
し
て
参
加
し
、
会
場

い
っ
ぱ
い
の
約
２
５
０
人
に
歌
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
届
け
ま
し
た
。
君
の
椅
子

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
案
者
、
磯

田
憲
一
旭
川
大
学
客
員
教
授
も

舞
台
に
登
場
。
「
君
の
椅
子
」

が
誕
生
し
た
経
緯
を
披
露
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
北
海
道

１
８
０
市
町
村
公
演
と
名
づ
け

て
昨
年
か
ら
道
内
各
地
を
巡
回

し
て
い
る
そ
う
で
す
。
東
川
開
催
は
64
会
場

目
。
３
枚
目
の
最
新
Ｃ
Ｄ
ア
ル
バ
ム
の
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
写
真
撮
影
で
参
加
し
て
い
る
町
内
在

住
の
写
真
家
、
飯
塚
達
央
さ
ん
も
舞
台
に
登

壇
し
て
会
場
と
一
緒
に
な
っ
て
合
唱
に
参
加

し
ま
し
た
。

上
川
中
部
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
で
調
印
式

上
川
中
部
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
で
調
印
式

管
内
老
人
福
祉
大
会
に
４
０
０
人
集
う

管
内
老
人
福
祉
大
会
に
４
０
０
人
集
う

ネ
パ
ー
ル
か
ら
く
ん
炭
製
造
装
置
研
究
に
再
び
来
町

ネ
パ
ー
ル
か
ら
く
ん
炭
製
造
装
置
研
究
に
再
び
来
町

5 4Higashikawa  2010  November Higashikawa  2010  November



H
IG

A
S
H

IK
A
W

A
 T

O
W

N
 N

E
W

S

ま
ち
・
タ
ウ
ン

　

町
内
在
住
の
高
齢
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
家
の

方
々
が
、
各
地
の
国
内
ト
ッ
プ
大
会
で
好
成

績
を
続
出
し
ま
し
た
。
北
町
２
、
植
田
豊
さ

ん
（
75
）
、
本
町
出
身
で
の
萩
野
敏
夫
さ
ん

（
80
）
＝
旧
姓
小
西
（
東
京
東
川
会
会
員
）

＝
は
、
と
も
に
第
31
回
全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ

陸
上
競
技
選
手
権
大
会
（
９
月
17
│
19
日
・

国
立
競
技
場
、
代
々
木
公
園
陸
上
競
技
場

（
東
京
）
な
ど
）
に
出
場
。
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
、

２
位
、
３
位
の
快
挙
を
飾
り
ま
し
た
。

　

植
田
さ
ん
は
、
80
㍍
ハ
ー
ド
ル
、
３
０
０

㍍
ハ
ー
ド
ル
の
２
種
目
に
出
場
。
80
㍍
ハ
ー

ド
ル
は
優
勝
（
14
秒
９
４
）
、
３
０
０
㍍
ハ

ー
ド
ル
は
準
優
勝
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

萩
野
さ
ん
は
、
砲
丸
投
げ
、
円
盤
投
げ
の

２
種
目
。
砲
丸
投
げ
で
準
優
勝
、
円
盤
投
げ

で
は
３
位
入
賞
に
な
り
ま
し
た
。

　

植
田
さ
ん
は
、
世
界
マ
ス
タ
ー
ズ
大
会

（
２
０
０
１
年
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
２
０
０

７
年
イ
タ
リ
ア
）
で
、
80
㍍
ハ
ー
ド
ル
決
勝

で
４
位
、
５
位
入
賞
な
ど
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

大
会
に
出
場
、
入
賞
を
更
新
し
続
け
て
い
ま

す
。

　

萩
野
さ
ん
は
、
永
山
農
業
高
校
（
現
道
立

旭
川
農
業
高
校
）
在
学
時
か
ら
陸
上
の
強
豪

選
手
で
、
実
業
団
時
代
か
ら
円
盤
投
げ
、
砲

丸
投
げ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
競
技
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
と
し
て
活
躍
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
ヘ
ル
パ
ー
の

金
沢
恵
み
さ
ん
（
61
）
は
、
第
23
回
全
国
健

康
福
祉
祭
＝
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
石
川
２
０
１

０
（
10
月
９
│
12
日
・
金
沢
市
な
ど
石
川
県

13
市
町
）
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
マ
ラ
ソ
ン

（
５
㌔
㍍
）
女
子
70
歳
未
満
の
部
に
出
場
。

25
分
32
秒
で
11
位
を
記
録
し
ま
し
た
。

子
供
た
ち
と
一
緒
に
５
年
生
程
度
の
苗
木
70

本
を
植
え
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
忠
別
ダ
ム
を
見
学
す
る
忠
別
ダ

ム
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
「
遊
ｉ
ｎ
ｇ
忠
別
」

（
鈴
木
健
治
代
表
）
主
催
の
秋
イ
ベ
ン
ト
も

同
日
開
催
と
な
り
、
旭
川
市
内
な
ど
か
ら
参

加
し
た
親
子
連
れ
約
20
人
が
ダ
ム
堤
体
下
の

広
場
に
植
樹
し
て
森
の
再
生
に
願
い
を
込
め

ま
し
た
。

　

10
月
２
日
、
忠
別
ダ
ム
の
ダ
ム
湖
畔
散
策

広
場
で
第
三
小
学
校
の
児
童
14
人
が
エ
ゾ
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
の
植
樹
を
し
ま
し
た
。

　

（
財
）
北
海
道
河
川
防
災
研
究
セ
ン
タ
ー

（
札
幌
）
が
忠
別
湖
周
辺
整
備
事
業
と
し
て

行
い
ま
し
た
。
広
場
外
周
に
３
年
計
画
で
エ

ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
順
次
植
樹
し
、
春
の
桜
が

美
し
い
広
場
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
。
町
商

工
会
、
観
光
協
会
、
建
設
業
協
会
も
共
催
し
、

　

10
月
16
日
、
光
和

地
区
（
標
高
５
０
０

メ
ー
ト
ル
地
帯
）
の

町
有
地
で
植
樹
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

㈱
ニ
ト
リ
（
東
京
、

似
鳥
昭
雄
社
長
）
の

「
第
６
回
北
海
道
応

援
基
金
」
助
成
事
業

と
し
て
協
力
を
得
て
、
約
１
６
０
０
平
方
メ

ー
ト
ル
に
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
、
ク
ル
ミ
の
苗
木

２
５
０
本
ず
つ
を
植
栽
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
北
海
道
環
境
福
祉
専
門
学
校
の
環

境
保
全
学
科
で
学
ぶ
学
生
25
人
、
町
森
林
組

合
役
員
ら
約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

一
帯
は
か
つ
て
ヒ
メ
リ
ン
ゴ
生
産
を
試
み

た
り
ん
ご
畑
で
し

た
。
り
ん
ご
生
産

を
断
念
後
、
長
い

間
空
き
地
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
皆

さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ

れ
ス
コ
ッ
プ
を
手

に
苗
木
を
し
っ
か

り
と
植
え
固
め
、

大
き
な
森
に
育
つ
よ
う
願
い
を
託
し
ま
し
た
。

　

㈱
ニ
ト
リ
の
北
海
道
応
援
基
金
を
い
た
だ

い
た
植
樹
は
、
昨
年
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
苗

木
を
植
樹
し
た
西
町
の
コ
ン
サ
フ
ィ
ー
ル
ド

隣
接
ふ
れ
あ
い
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
植
樹
に
続

い
て
２
年
目
で
す
。

光
和
地
区
の
町
有
林
を
森
に
―
と
植
樹

光
和
地
区
の
町
有
林
を
森
に
―
と
植
樹

忠
別
ダ
ム
の
ダ
ム
湖
畔
で
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
植
樹

忠
別
ダ
ム
の
ダ
ム
湖
畔
で
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
植
樹

マ
ス
タ
ー
ズ
、ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の
各
大
会
で
好
成
績
続
々

マ
ス
タ
ー
ズ
、ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の
各
大
会
で
好
成
績
続
々

東川町出身の萩野
（旧姓小西）さん

東川町内在住の
植田さん
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光
和
地
区
の
町
有
林
を
森
に
―
と
植
樹

忠
別
ダ
ム
の
ダ
ム
湖
畔
で
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
植
樹

マ
ス
タ
ー
ズ
、ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の
各
大
会
で
好
成
績
続
々

金
小
萬（
キ
ム・ソ
マン
）さ
ん
の
話

　

１
９
２
１

（
大
正
10
）

年
生
ま
れ
、

89
歳
。
日
本

に
来
た
の
は

23
歳
。
韓
国

で
は
農
業
に

従
事
。

　

結
婚
は
し

て
お
ら
ず
強
制
徴
用
さ
れ
た
。
地
域
に
隊
長
が

い
て
、
15
人
が
強
制
徴
用
さ
れ
た
。

　

釜
山
へ
行
く
と
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
い
て
キ

メ
の
人
、
ハ
マ
ン
の
人
が
い
て
全
部
で
70
人
い

た
。

　

「
徴
用
兵
」
と
聞
い
て
い
た
の
だ
が
、
実
際

に
現
地
へ
着
い
て
み
る
と
、
た
こ
部
屋
で
の
労

働
だ
っ
た
。
自
分
は
「
大
塚
組
」
で
あ
っ
た
。

　

労
働
は
日
の
出
か
ら
夕
方
（
日
が
暮
れ
る
）

ま
で
。
食
事
以
外
の
時
間
は
毎
日
休
み
な
く
働

か
さ
れ
、
土
や
砂
利
を
載
せ
た
ト
ロ
ッ
コ
押
し

が
主
な
仕
事
だ
っ
た
。

　

周
り
に
町
は
な
か
っ
た
。
田
舎
だ
っ
た
。

（
は
っ
き
り
と
「
ヒ
ガ
シ
ア
サ
ヒ
カ
ワ
」
と
覚

え
て
い
た
）
。

　

遊
水
池
工
事
で
良
く
働
い
た
人
が
、
後
に
海

の
近
く
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
行
か
さ
れ
た
（
列

車
で
１
日
か
か
ら
な
い
と
こ
ろ
で
、
落
部
か
留

萌
と
思
わ
れ
る
）
。
ト
ン
ネ
ル
掘
り
の
時
に
終

戦
。
そ
し
て
東
旭
川
へ
戻
っ
た
。

　

食
事
は
い
つ
も
大
豆
か
す
と
塩
味
の
じ
ゃ
が

芋
だ
け
で
、
ど
ん
な
人
も
こ
こ
へ
来
る
と
体
が

や
せ
た
（
麹
を
作
る
大
豆
と
雑
穀
を
混
ぜ
煮
し

た
よ
う
な
も
の
）
。
米
は
で
な
か
っ
た
。
時
に

数
粒
混
じ
っ
て
い
る
と
き
が
あ
る
く
ら
い
。
賃

金
は
一
切
な
か
っ
た
。

　

衛
生
状
態
は
あ
ま
り
良
く
な
く
、
布
団
が
と

て
も
臭
く
て
シ
ラ
ミ
が
い
た
。
毎
晩
シ
ラ
ミ
と

り
を
し
て
か
ら
就
寝
し
た
。

　

病
気
を
流
行
さ
せ
な
い
た
め
に
風
呂
に
は
毎

晩
入
る
こ
と
が
で
き
た
。
病
院
へ
は
行
っ
た
こ

と
が
な
い
。
帰
り
に
何
人
い
た
か
は
わ
か
ら
な

い
。
亡
く
な
っ
た
人
も
い
る
し
、
途
中
で
別
れ

た
人
も
い
る
。
自
分
は
地
域
で
一
番
身
体
が
頑

丈
だ
っ
た
か
ら
生
き
延
び
る
こ
と
が
で
き
た
。

 李
秀
根（
イ・ス
グ
ン
）さ
ん
の
話

　

１
９
２
１
（
大
正
10
）
年
生
ま
れ
、
89
歳
。

　

当
時
は
農
業
に
従
事
し
て
い
た
が
、
お
金
も

な
い
し
親
戚
も
な
く
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
た
ら
、

23
歳
の
時
「
捕
ま
っ
て
」
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。

同
じ
村
の
金
小
萬
氏
と
一
緒
に
行
き
、
一
緒
に

帰
っ
て
き
た
。

　

北
海
道
の
現
場
に
着
い
た
ら
倉
庫
の
よ
う
な

小
屋
に
入
れ
ら
れ
外
か
ら
鍵
で
閉
め
ら
れ
た
。

―
な
ん
と
い
う
場
所
か
わ
か
り
ま
す
か
？

　

わ
か
ら
な
い
。

―
東
川
で
は
な
い
で
す
か
？

　

（
そ
れ
を
聞
き
「
ヒ
ガ
シ
カ
ワ
」
と
い
う
地

名
を
思
い
出
し
た
）
。

　

労
働
は
も
っ
こ
担
ぎ
を
さ
せ
ら
れ
、
時
間
は

日
の
出
か
ら
日
の
入
り
ま
で
ト
ロ
ッ
コ
押
し
を

し
た
。
逃
亡
し
て
捕
ま
っ
た
ら
、
親
方
が
殴
り
、

次
に
下
の
幹
部
が
殴
る
。
親
方
よ
り
強
く
殴
ら

な
い
と
そ
の
下
の
幹
部
が
殴
ら
れ
る
の
で
強
く

殴
る
。
失
神
し
た
ら
、
バ
ケ
ツ
の
水
を
か
け
て

起
こ
し
、
ま
た
殴
る
。
友
人
が
逃
げ
た
時
も
そ

う
な
り
、
半
殺
し
に
さ
れ
た
。

　

食
事
は
幹
部
が
お
い
し
い
も
の
を
全
部
食
べ

て
し
ま
う
。
私
た
ち
は
米
を
見
た
こ
と
が
な
い
。

幹
部
は
座
っ
て
食
べ
る
が
、
私
た
ち
は
立
っ
た

ま
ま
食
べ
て
、
大
豆
の
か
す
汁
と
塩
じ
ゃ
が
芋

が
主
食
で
あ
っ
た
。

　

飯
場
の
天

井
は
弁
当
の

木
の
よ
う
な

薄
い
木
だ
っ

た
が
、
釘
が

突
き
抜
け
る

よ
う
に
刺
さ

っ
て
い
て

（
逃
げ
る
可

能
性
が
あ
る

の
で
）
、
逃
げ
よ
う
と
し
て
頭
に
釘
が
刺
さ
り

け
が
を
し
た
人
が
い
た
。

　

寝
る
と
き
は
逃
亡
防
止
の
た
め
褌
（
ふ
ん
ど

し
）
１
枚
に
さ
せ
ら
れ
た
。
冬
で
も
同
じ
。
朝

起
き
る
と
雪
が
頭
の
周
り
に
積
も
っ
て
い
た
。

　

解
放
（
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
８
月
15
日

の
終
戦
）
は
１
週
間
く
ら
い
経
っ
て
か
ら
知
っ

た
。
（
玉
音
）
放
送
は
聞
い
た
け
ど
、
解
放
と

い
う
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
仕
事
を
し

な
く
て
良
い
と
は
分
か
ら
ず
、
１
週
間
働
い
た
。

中
国
人
収
容
所
の
人
た
ち
は
自
由
に
鶏
や
牛
を

食
べ
て
い
る
の
で
お
か
し
い
と
思
っ
た
。

　

「
そ
の
牛
は
ど
こ
か
ら
手
に
入
れ
た
？
」
と

聞
く
と
「
回
り
の
村
か
ら
と
っ
て
く
れ
ば
い
い
」

と
言
わ
れ
た
の
で
私
た
ち
も
そ
の
よ
う
に
や
っ

た
。
牛
１
頭
を
３
０
０
人
く
ら
い
で
食
べ
た
。

そ
の
日
本
人
は
牛
を
奪
わ
れ
、
悲
し
そ
う
に
し

て
い
た
。

　

給
料
は
あ
っ
た
が
、
軍
人
慰
労
金
と
い
う
名

目
で
引
か
れ
て
ほ
と
ん
ど
残
ら
な
か
っ
た
。

―
日
本
政
府
や
地
崎
組
に
対
し
て
望
む
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

　

な
い
。
言
お
う
と
思
え
ば
何
日
か
か
る
か
わ

か
ら
な
い
し
、
口
が
痛
く
な
る
だ
け
だ
。

江
卸
発
電
所
・
忠
別
川
遊
水
池
・
朝
鮮
人
強

制
連
行
・
動
員
の
歴
史
を
掘
る
会

代　

表　

近　

藤　

伸　

生

　
太
平
洋
戦
争
前
の
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
、
忠
別
川
流
域
の
東
川
町
内
で
あ
っ
た
と
い
わ

れ
る
朝
鮮
人
強
制
労
働
の
実
態
解
明
調
査
を
行
っ
て
い
る
「
江
卸
発
電
所
・
忠
別
川
遊
水
池
・

朝
鮮
人
強
制
連
行
・
動
員
の
歴
史
を
掘
る
会
」
（
近
藤
伸
生
代
表
）
は
昨
年
10
月
、
掘
る
会
メ

ン
バ
ー
６
人
と
、
東
川
町
か
ら
企
画
総
務
課
長
も
同
行
し
て
慶
尚
南
道
に
調
査
へ
行
き
ま
し
た
。

今
回
は
釜
山
広
域
市
に
住
む
お
二
人
の
話
。

第4回
朝
鮮
人
強
制
動
員
被
害
の
は
な
し

戦
後
60
年
、青
春
の
記
憶

い
ま
だ
鮮
明
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変
わ
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
配
合
の
微
妙

な
さ
じ
加
減
が
独
自
の
味
を
生
み
出
し
て

い
ま
す
。

◇

　
こ
の
地
に
決
断
し
た
の
は
兼
司
さ
ん
。

「
会
社
が
50
歳
定
年
制
に
な
っ
て
し
ま
い
、

将
来
子
育
て
最
盛
期
に
定
年
に
な
る
し
、

暑
さ
と
子
育
て
環
境
を
考
え
ま
し
た
ね
。

北
海
道
旅
行
の
時
に
食
べ
物
が
お
い
し
か

っ
た
の
と
、
人
の
温
か
さ
も
感
じ
た

し
…
」
。

　
一
日
中
自
宅
に
い
る
の
で
、
「
だ
ん
な

さ
ん
、
な
に
し
て
る
の
？
」
と
聞
か
れ
る

こ
と
が
あ
る
の
だ
と
か
。

　
「
説
明
す
る
け
れ
ど
よ
く
分
か
っ
て
も

ら
え
な
い
み
た
い
」
と
い
う
お
仕
事
は
、

Ｉ
Ｔ
会
社
（
東
京
）
に
勤
め
る
在
宅
ワ
ー

カ
ー
。
自
宅
か
ら
契
約
企
業
の
サ
ー
バ
ー

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

東
京
の
ス
タ
ッ
フ
と
チ
ー
ム
を
組
ん
で
24

時
間
管
理
す
る
の
が
メ
ー
ン
の
仕
事
。
兼

司
さ
ん
の
担
当
時
間
は
主
に
夜
間
か
ら
早

朝
に
か
け
て
。
そ
の
後
日
勤
の
管
理
者
に

業
務
を
引
き
継
ぐ
の
だ
そ
う
で
す
。
近
年

増
え
て
き
て
い
る
新
た
な
働
き
方
の
ひ
と

つ
の
よ
う
で
す
。

　
「
お
店
つ
く
り
た
い
な
あ
」
と
思
い
が

こ
み
上
げ
た
の
は
、
ケ
ー
キ
作
り
や
料
理

経
験
を
積
み
重
ね
、
そ
れ
が
自
信
と
な
っ

て
い
っ
た
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
。

　
「
富
良
野
で
は
時
間
が
あ
っ
た
の
で
、

お
菓
子
作
り
、
パ
ン
作
り
に
の
め
り
込
ん

で
料
理
が
好
き
に
な
っ
た
。
道
産
小
麦
を

使
っ
て
パ
ン
を
焼
い
て
み
て
、
小
麦
の
お

い
し
さ
に
び
っ
く
り
し
て
し
ま
っ
て
…
。

こ
の
小
麦
を
使
っ
て
何
か
作
り
た
い
」
―
。

　
「
お
店
を
や
り
た
い
」
と
い
う
思
い
と

重
な
っ
て
形
に
な
っ
た
の
が
蒸
し
パ
ン
作

り
。

　
「
子
供
の
こ
ろ
、
母
が
蒸
し
パ
ン
を
作

っ
て
く
れ
て
い
た
の
を
思
い
出
し
て
…
」
。

何
10
年
か
ぶ
り
で
作
っ
た
味
に
、
長
女
志

乃
ち
ゃ
ん
（
７
つ
）
は
「
お
い
し
い
！
」
。

そ
の
一
言
が
背
中
を
押
し
て
く
れ
ま
し
た
。

母
か
ら
娘
に
―
そ
し
て
今
、
そ
の
娘
が
引

き
継
い
で
い
く
味
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
「
し
の
ぱ
ん
」
と
い
う

名
前
に
は
、
そ
ん
な
思
い
が
込
も
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。

　
「
天
然
酵
母
の
配
合
を
変
え
て
み
て
、

３
年
間
に
何
千
個
も
試
作
を
重
ね
て
…
。

わ
ず
か
数
グ
ラ
ム
砂
糖
の
量
を
変
え
て
も
、

砂
糖
の
種
類
を
変
え
て
も
味
が
が
ら
っ
と

今
、生
き
生
き
と

　

田
ん
ぼ
の
中
に
開
店
し

て
半
年
あ
ま
り
。
町
内
ば

か
り
で
な
く
、
近
郊
各
地

か
ら
場
所
を
探
し
て
来
店

す
る
お
客
さ
ま
が
ず
い
ぶ

ん
と
増
え
ま
し
た
。
「
あ

っ
、
あ
っ
た
か
い
」
―
。

お
客
さ
ん
の
一
言
に
思
わ

ず
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

初
め
て
迎
え
る
冬
、
蒸
し

た
て
の
ほ
ん
わ
か
と
し
た

温
も
り
が
う
れ
し
い
季
節

で
す
。

3838

蒸
し
パ
ン
シ
ョ
ッ
プ
「
し
の
ぱ
ん
」
経
営　

宇
田
川　

里
香
（
う
だ
が
わ　

り
か
）
さ
ん

1回に作れる個数は15分間で
7個だけという手づくりです

田んぼの中の小さなお店

旭
川
市
内
か
ら
の
お
客
さ
ん
、2
回
目
の
来
店

だ
そ
う
で
す

宇田川　里香さん／パン製造小売り「しのぱん」／16東区／☎82－3822
東京都昭島市出身、41歳。都立拝島高校卒。会社勤めを経て兼司さん（44）と結婚。昭島市内で里香さんの母親と実家に同居していましたが、2006（平成
18）年、兼司さんがNTT東日本を退職後、思い切って一家で憧れの地・富良野に。その後江別市を経て、2008（同20）年8月に東川に新居を建てました。
東京時代に定食屋を経営していた経験、江別在住時に手作りケーキと料理のカフェで働いていた経験を生かして、今年4月自宅併設の手作りの蒸しパンシ
ョップを開店。里香さんが手作りのパン製造、兼司さんが接客という二人三脚です。

うだがわ　    り  か
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俳　

句

　

私
た
ち
の
生
活
や
仕
事
を
通
じ
て
必
要
な
も

の
。
そ
れ
は
携
帯
電
話
、
パ
ソ
コ
ン
、
デ
ジ
カ

メ
…
な
ど
の
電
子
機
器
、
と
答
え
る
。
私
の
よ

う
な
お
じ
さ
ん
に
は
、
ど
う
も
イ
マ
イ
チ
馴
染

め
な
い
。
一
つ
の
機
器
に
多
機
能
が
付
き
、
説

明
書
が
小
さ
な
文
字
で
書
か
れ
、
加
え
て
カ
タ

カ
ナ
用
語
が
多
く
、
先
入
観
で
専
門
用
語
と
し

て
捉
え
る
た
め
で
も
あ
る
。
必
要
な
機
能
だ
け

最
低
の
と
こ
ろ
を
理
解
し
て
、
残
り
は
パ
ス
。

知
ろ
う
と
す
る
前
に
「
私
に
は
無
理
」
と
最
初

か
ら
あ
き
ら
め
て
い
る
。

　

企
業
の
方
々
の
講
演
、
職
員
の
提
案
を
聞
く

時
、
と
き
に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
な
る
便
利
な
ソ

フ
ト
を
使
っ
て
ス
ラ
イ
ド
状
に
逐
次
表
示
し
て

説
明
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
さ
す
が
企
業
、

若
手
の
職
員
だ
と
感
心
し
て
見
聞
き
し
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
同
期
の
者
か
ら
「
東
川
っ
て
元

気
な
町
だ
よ
ね
。
新
聞
な
ど
で
も
よ
く
紹
介
さ

れ
る
し
、
一
度
わ
が
市
に
き
て
町
を
語
っ
て

―
」
と
の
依
頼
が
あ
っ
た
。
高
い
評
価
を
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
に
は
感
謝
で
あ
る
。
し
か
し

話
は
大
の
苦
手
。
ま
し
て
「
人
前
で
の
お
話

は
…
」
と
お
断
り
を
し
て
い
た
が
、
「
そ
れ
で

も
い
い
か
ら
―
」
と
説
得
さ
せ
ら
れ
た
。
日
ご

ろ
職
員
に
は
「
内
外
で
町
を
思
い
切
り
Ｐ
Ｒ
」

と
檄
（
げ
き
）
を
飛
ば
し
て
い
る
。
そ
の
本
人

が
消
極
的
で
は
と
思
い
直
し
た
こ
と
も
あ
る
。

ま
だ
ま
だ
先
の
こ
と
と
の
ん
き
に
構
え
て
い
た

ら
、
本
番
１
カ
月
ほ
ど
近
く
前
に
な
っ
て
、
突

然
「
東
川
町
に
は
美
し
い
風
景
の
所
が
多
い
の

で
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
お
話
し
し
て

は
…
」
と
提
言
を
い
た
だ
い
た
。
多
分
話
が
苦

手
と
い
う
こ
と
を
ど
な
た
か
ら
か
聞
き
つ
け
て

の
こ
と
だ
ろ
う
。

　

「
え
っ
⁉
」
。
正
直
言
っ
て
こ
れ
に
は
ま
い

っ
た
。
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
な
ど
と
い
う
ツ
ー
ル

は
ま
っ
た
く
使
っ
た
こ
と
も
作
成
し
た
こ
と
も

な
い
。
職
員
に
「
こ
の
機
能
は
い
っ
た
い
？
」

と
聞
き
て
み
た
。
「
町
長
、
こ
れ
で
す
よ
。
こ

れ
で
す
べ
て
で
き
ま
す
」
と
言
う
。
そ
れ
は
以

前
J
A
青
年
部
の
皆
さ
ん
か
ら
ち
ょ
う
だ
い
し

た
企
画
提
案
書
を
指
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

「
そ
う
か
、
こ
れ
か
！
」
と
青
年
部
の
提
案

を
わ
が
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
上
に
出
し
、
上
か
ら

ク
リ
ッ
ク
を
し
て
見
る
と
、
な
ん
と
な
く
使
い

方
の
要
領
が
分
か
る
よ
う
な
気
が
し
て
き
た
。

人
の
作
成
し
た
も
の
の
上
に
自
分
な
り
の
も
の

を
乗
せ
て
み
る
と
、
意
外
と
容
易
で
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。

　

「
説
明
書
を
読
む
よ
り
慣
れ
ろ
!
」
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
人
は
必
要
に
迫
ら
れ
な
い

と
な
か
な
か
動
か
な
い
も
の
だ
。
こ
う
し
て
町

を
紹
介
す
る
「
写
真
の
町
・
東
川
町
」
の
ス
ラ

イ
ド
が
出
来
上
が
っ
た
。
〝
メ
ー
ル
魔
町
長
〞

か
ら
一
歩
前
へ
踏
み
出
し
た
気
分
で
あ
る
。

　

食
わ
ず
嫌
い
は
だ
め
だ
。
「
や
っ
て
み
る
」

姿
勢
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
は
進
化
も
な
い
。
Ｊ

Ａ
青
年
部
の
皆
さ
ん
、
提
案
あ
り
が
と
う
。

飲
水
思
源

い
ん
す
い
し
げ
ん

町
長

松
岡
市
郎

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。

文化交流館　新刊図書・ビデオ案内文化交流館　新刊図書・ビデオ案内

電
子
機
器
は
食
わ
ず
嫌
い
⁉

俳　

句

リー・アンは、自宅に帰る途中、雨に濡れなが
ら真冬の夜道を歩く黒人の少年にふと目を留
めた。彼の辛い境遇を知り、家族として迎え入
れる。リー・アンはやがて、大柄であるにもかか
わらず敏捷（しょう）な肉体と、仲間を危険から
守る保護本能に秀でた心を持つ少年に、ある
才能を感じる。ホームレス同然の生活からアメ
リカン・フットボールのプロ選手になった少年
の実話を元にした感動ドラマ。（128分）

公園でふしぎなしげみに入ってみた、さやち
ゃん。「すてきなばしょ、みーつけた！」。
しばらくすると、あたりがざわざわとしてきま
した。耳をすませてみると、はっぱのすき間
からくまさんが大きな目をのぞかせ話しかけ
てきます。さやちゃんはいつかこの場所でパ
ーティをひらくことを約束して…。自分だけ
の「ひみつのばしょ」を探してみたくなる、想
像力が広がる絵本。

良いアイデアが浮かばない！　そんなお悩み
のあなたに、縦に開く斬新な絵本『１００かい
だてのいえ』、光と音を奏でる楽器『ＴＥＮ
ＯＲＩ-ＯＮ』など、だれも思いつかなかった
アイデアを次 と々生み出してきたメディア・
アーティストが自分自身の秘密を大公開。
きらめく発想はこうして生まれる！　未来が見
えない今だから「考える力」を鍛えるための
14歳の世渡り術シリーズ。

し
あ
わ
せの
隠
れ
場
所

（
映
画
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

ワ
ー
ナ
ー
・
ホ
ー
ム
・
ビ
デ
オ

アイ
デ
ア
は
ど
こ
か
ら
やって
く
る
？

（
児
童
書
）

著
／
岩
井
敏
雄　
刊
／
河
出
書
房
新
社

★本、ＤＶＤの蔵書リクエストを
　お受けしています

ひみつの
ば
し
ょ（
絵
本
）

作
／
ひ
が
し
ち
か
ら　
刊
／
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
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俳　

句

動物たちの言葉
　小学生のころ、「ドリトル先生」の本が大好きでした。さ
まざまな生き物とコミュニケーションができるお医者さんの
話です。哺乳（ほにゅう）類だけではなく、野鳥、カメ、貝
の言葉まで習得できてしまうのです。動物が伝えようとして
いることを知る秘けつを、先生が助手の少年に話す場面があ
ります。そのフレーズを胸に、近所の野良ネコやスズメを結
構まじめに観察していたという思い出があります。
　動物との会話には挫折しましたが、以来自然を見ることが
好きになり、この仕事をしています。今でも森や山で野生動
物と出合った時は、相手の気持ちを想像します。驚き、怖さ、
ちょっとだけ興味、子供の心配、無視、見なかったことにす
る、など。直接会話はできなくても、「生きる」ことから生
まれる感情は「人間とあまり変わらないかなぁ…」と考える
ようになりました。
　北海道に住んでいると、キタキツネやエゾシカ、エゾリス
などの野生動物に出合うのは難しいことではありません。山
や森を歩く時はもとより、休日にドライブをする時、あるい

秋
深
し
街
よ
り
里
の
鮮
や
か
さ

ど
ん
底
は
ま
だ
先
に
あ
り
青
蜜
柑

庭
の
中
咲
く
だ
け
咲
か
せ
秋
桜

夢
で
も
と
思
え
ど
会
え
ず
秋
深
む

屋
敷
神
七
転
八
起
き
秋
の
こ
ゑ

梵
鐘
の
た
な
び
く
余
韻
秋
深
し

黒
揚
羽
影
脱
ぎ
捨
て
て
去
り
に
け
り

生
涯
の
地
図
な
き
道
や
秋
深
し

あ
り
し
日
の
夫
を
語
り
て
秋
深
し

秋
深
し
コ
ン
テ
ナ
の
汽
車
南
へ
と

古
屋
根
を
カ
ラ
ス
が
滑
る
野
分
か
な

静
寂
の
轍
に
残
る
落
穂
か
な

秋
風
よ
恋
路
は
し
ら
ぬ
顔
で
ゆ
け

三　
島　
　
　
智

秋　
山　
深　
雪

長
谷
川　
き
み
ゑ

小　
林　
露　
葉

青　
野　
公　
花

杉
山　
ひ
ろ
の
り

徳　
光　
吐　
苦

杉　
山　
り　
つ

山　
口　
佐
知
子

高　
瀬　
　
　
潤

石　
澤　
清　
宏

澤　
田　
久
美
子

松　
山　
蓉　
子

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。

文化交流館　新刊図書・ビデオ案内

だいせつざんのすがお

　山岳ガイド、旭岳ビジターセンター、自然解説員などで活躍する
人たちをリレーしています。高山植物、紅葉、雪、動物など「自然の
大博物館」といわれる大雪山の素顔が見えてきます。

は郊外に家があればごく身近な場所でも見かけます。町内で
は、カケスやアカゲラなど野鳥が庭に来ることも多いと思い
ます。住んでいると見慣れた日常の一部ですが、一度失われ
れば、大金を出しても「買い戻す」ことができない風景です。
　都会から何時間もかけて自然の中へ遊びに行くことは、そ
れはそれでわくわくしておもしろいのです。身近にないもの
だからこそ興味が湧き、その美しさへの感動が増す場合もあ
るでしょう。逆に野生と人間社会との距離が近い場所では、
ときにそこから生じる対立が眼前に突きつけられます。
　それでも自然に寄り添って暮らし、途方もない寒さや雪、
短い夏の豊かさをもともに体験する人のほうが、動物たちの
「言葉ではない言葉」には近づけるような気がしています。
それは人間と他の生物がこれからも同じ世界で共存するため、
大切なことだと思うのです。
イラストのコメント
裏山が動物たちの世界に直
結する東川町内には、自然
を案内するプロのガイドさ
んたちも生息…ではなくて、
仕事をしています。「冬は
寒いから苦手だし、怖い」という方、彼らと一緒にぜひ森を
歩いてみてください。冬眠しないものたちの生き生きとした
気配を感じに…。

旭岳ビジターセンター　田 上 千 尋 （イラストも）

大雪山の素顔

俳　

句

俳　

句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
な
て
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
だ
ち
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Pinky’s ThoughtsPinky’s ThoughtsPinky’s ThoughtsPinky’s ThoughtsPinky’s ThoughtsPinky’s ThoughtsPinky’s ThoughtsNo.2

People often ask me, “Why do you love Hello 
Kitty?” Well, I first discovered Hello Kitty when I 
was 6. I had a washcloth that was the shape of 
Kitty’s head. I thought it was the coolest thing 
ever because her bow, which was normally pink, 
turned blue in hot water! I think that was the 
moment I realized that she is one cool cat. How-
ever, it wasn’t until I moved to Kagoshima in 
2004 that Hello Kitty became somewhat of an 
obsession! One of my Japanese friends told me 
that almost every village, town and city in Japan 
has something that they are famous for. I thought 
that was really interesting because we don’t have 
the same thing in Canada (although we do have 
many sculptures of random things that are the 
“World’s Largest!”) My friend also introduced 
me to Gotouchi Kitty and instantly, I was in love! 
For me, collecting Kitty cell phone charms is 
synonymous with experiencing Japan – for every 
new place I discover, I buy a Hello Kitty to 
remember it by. I now have over 200 and I hope 
that I’ll be able to explore many more places and 
keep my collection growing!

　

今
年
の
夏
、
カ
ナ
ダ
に
行
き

ま
し
た
。
英
語
圏
に
行
く
の
は

久
し
ぶ
り
で
す
。
聞
く
気
は
な

く
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
会
話
が
耳

に
入
っ
て
き
ま
す
。
お
店
で
小

さ
な
男
の
子
が
お
母
さ
ん
に
グ

ミ
を
お
ね
だ
り
し
て
い
る
会
話

な
ん
て
、
ほ
ほ
え
ま
し
く
て
楽

し
い
。
道
を
歩
い
て
い
て
も
会

話
の
断
片
が
ど
ん
ど
ん
耳
に
入

っ
て
き
ま
す
。

　

ふ
と
日
本
の
昔
話
「
聞
き
耳

ず
き
ん
」
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

そ
う
、
「
動
物
の
話
が
聞
き
取

れ
る
ず
き
ん
を
拾
っ
た
お
じ
い

さ
ん
が
大
金
持
ち
に
な
る
」
と

い
う
お
話
で
す
。
英
語
が
聞
き

取
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
る

で
聞
き
耳
ず
き
ん
を
か
ぶ
っ
て

い
る
よ
う
な
も
の
だ
、
と
思
っ

た
次
第
。

　

聞
き
耳
ず
き
ん
は
実
在
し
な

い
け
れ
ど
、
英
語
の
聞
こ
え
る

耳
は
自
分
で
作
れ
ま
す
。
留
学

す
る
な
ら
、
耳
は
日
本
で
作
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
行
っ
て
か

ら
疎
外
感
を
味
わ
わ
な
く
て
済

み
ま
す
。
ど
う
や
っ
た
ら
リ
ス

ニ
ン
グ
力
は
つ
く
の
で
し
ょ
う

か
。
私
の
場
合
は
、
高
校
の
と

き
英
会
話
ス
ク
ー
ル
に
通
い
始

め
、
大
学
で
も
英
語
を
専
攻
し

ま
し
た
か
ら
、
リ
ス
ニ
ン
グ
の

イ
ン
プ
ッ
ト
は
か
な
り
蓄
積
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

で
も
当
時
、
講
師
は
ほ
と
ん

ど
日
本
人
で
し
た
。
今
か
ら
考

え
て
も
発
音
が
日
本
人
的
で
し

た
。
私
が
飛
躍
的
に
伸
び
た
の

は
、
自
分
が
教
え
出
し
て
か
ら

で
す
。

　

当
時
は
バ
ブ
ル
全
盛
期
で
海

外
旅
行
と
英
会
話
ブ
ー
ム
。
毎

日
ひ
た
す
ら
初
級
英
会
話
の
テ

キ
ス
ト
を
教
え
ま
し
た
。
目
で

見
た
ら
と
て
も
簡
単
な
会
話
で

す
。
自
分
が
「
こ
れ
を
や
れ
」

と
言
わ
れ
て
い
た
ら
多
分
一
度

し
か
や
ら
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

で
も
仕
事
で
す
。
暗
記
す
る
ほ

ど
聞
き
、
発
音
し
ま
し
た
。
ど

う
や
ら
こ
れ
が
決
定
打
と
な
っ

て
自
分
に
は
聞
き
耳
ず
き
ん
が

授
か
っ
た
ら
し
い
、
と
今
は
思

っ
て
い
ま
す
。
次
回
は
聞
き
取

り
を
伸
ば
す
た
め
に
ど
ん
な
こ

と
が
で
き
る
か
を
お
話
し
ま
す
。

英語教育指導員　宮地晶子の

エイゴのマナビカタ

第74回

聞き耳ずきん

【ちょっと豆知識】宮地晶子
上の文中にcell phone charms（携帯ストラップ）という言葉が出てきました。国内では大流行のこのストラップです
が、カナダにはあまりありません。そもそも携帯電話にそのための輪がついていないそうです。ただし携帯電話その
ものを入れるケースはいろいろ選べるそうです。さて、charmという単語ですが、これは小さな飾り物を表す言葉で
す。日本人の大好きなお守り、これはlucky charmsとかgood luck charmsと言います。

　「どうしてそんなにキティーちゃんが好きなの？」とよく
聞かれます。ハローキティーに出会ったのは、６歳の時です。
キティーちゃんの顔の形のタオルを持っていました。ピンク
色のリボンが熱いお湯に入れると青くなる、というのがとに
かく最高にかっこいい、と思ったのです。その時が「キテ
ィーって格好いい猫だ」と気づいた瞬間です。それからさら
にハローキティーにとりつかれたのは、2004年に鹿児島に
引っ越してからです。友だちが「日本にはどの市町村にも名
物がある」と教えてくれました。カナダにはそういうものは
ありませんから、とてもおもしろいと思いました（もっとも
散発的に「世界最大」を誇る彫刻などというものがあること
はあります）。またご当地キティーなるものがあることも知
りました。これには速攻で恋に落ちました。私にとって、キ
ティーちゃんの携帯ストラップを集めることは、まさに日本
を体験すること。新しい日本に出合ったら、記念にキティー
を買います。コレクションは今や200以上になりますが、こ
れからもさらに新しい土地を発掘し、コレクションを充実さ
せたい、と願っています。

（訳：宮地晶子）

どうしてそんなにキティーちゃんが好きなの？どうしてそんなにキティーちゃんが好きなの？どうしてそんなにキティーちゃんが好きなの？どうしてそんなにキティーちゃんが好きなの？
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くらし
・

ネットワーク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

Pinky’s ThoughtsPinky’s ThoughtsPinky’s Thoughts

い
た
し
ま
す
。

　

年
末
調
整
と
は
給
与
の
支
払
い
者
が

支
払
っ
た
従
業
員
等
の
源
泉
徴
収
税
額

を
精
算
す
る
大
切
な
手
続
き
で
す
。
お

忘
れ
な
く
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
24
日
（
水
）
午
後
２
時
か

　

ら
（
受
け
付
け
午
後
１
時
半
）

場
所　

役
場
大
会
議
室
（
３
階
）

 
定
住
促
進
課
か
ら

　

各
種
届
け
出
は
住
民
室
（
内
線
１
１

２
）
、
住
宅
の
こ
と
は
住
ま
い
室
（
内

線
１
１
６
、
１
１
７
）

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
収
納
業
務

を
民
間
委
託
し
ま
し
た

　

日
本
年
金
機
構
（
東
京
）
は
、
10
月

１
日
か
ら
皆
さ
ま
が
加
入
し
て
い
る
国

民
年
金
の
保
険
料
収
納
業
務
の
一
部
を

民
間
事
業
者
に
委
託
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
（
市
場
化
テ
ス
ト
）
。

年
12
月
末
日
に
還
付
期
限
に
な
り
ま
す
。

早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

受
け
取
ら
れ
た
年
金
の
受
給
権
が
相

続
税
や
贈
与
税
の
課
税
対
象
と
な
る
場

合
は
、
相
続
税
や
贈
与
税
に
納
税
額
が

生
じ
な
い
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

取
り
扱
い
変
更
の
対
象
と
な
る
方
、

所
得
税
の
還
付
の
手
続
き
な
ど
は
旭
川

東
税
務
署
（
旭
川
市
東
6
条
1
丁
目
☎

23
―
６
２
９
１
）
。
国
税
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

http://w
w
w
.nta.go.jp

年
末
調
整
説
明
会
の
開
催
に
つい
て

　

年
末
調
整
を
行
う
時
期
が
近
づ
い
て

き
ま
し
た
。
給
与
支
払
い
者
の
方
（
事

業
主
等
）
を
対
象
に
年
末
調
整
説
明
会

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

年
末
調
整
の
仕
方
、
源
泉
徴
収
票
な

ど
法
定
調
書
の
書
き
方
、
各
種
控
除
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

年
末
調
整
に
必
要
な
諸
用
紙
の
交
付
も

 

税
務
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
税
務
収
納
室
（
内

線
１
２
４
）

所
得
税
の
税
務
上
の
取
り
扱
い
が
変

更
に
な
り
ま
す

　

遺
族
の
方
が
年
金
と
し
て
受
給
す
る

生
命
保
険
金
の
う
ち
、
相
続
税
の
課
税

対
象
と
さ
れ
て
い
た
部
分
が
所
得
税
の

課
税
対
象
と
な
ら
な
い
、
と
い
う
判
決

が
最
高
裁
判
所
で
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ

こ
で
こ
の
よ
う
な
税
務
上
の
取
り
扱
い

を
改
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
分
か
ら
同
21
年
分
ま
で
の

各
年
分
に
つ
い
て
所
得
税
を
納
め
過
ぎ

と
な
っ
て
い
る
方
は
、
納
め
過
ぎ
て
い

る
所
得
税
が
還
付
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
お
手
数
で
す
が
、
更
正
の
請
求

ま
た
は
確
定
申
告
な
ど
必
要
な
手
続
き

を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
17
年
分
の
還
付
は
、
早
い
方
で
今

　

過
去
２
年
以
内
の
加
入
期
間
の
う
ち
、

保
険
料
納
付
済
み
確
認
の
で
き
な
い
期

間
が
あ
る
被
保
険
者
の
方
を
対
象
に
、

民
間
委
託
事
業
者
を
通
じ
て
電
話
、
文

書
、
戸
別
訪
問
で
納
付
の
ご
案
内
を
さ

し
あ
げ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

民
間
委
託
は
、
従
来
国
が
行
っ
て
い

た
国
民
年
金
保
険
料
の
収
納
業
務
の
一

部
を
民
間
委
託
業
者
に
委
託
し
、
低
コ

ス
ト
で
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

目
指
す
も
の
で
す
。
当
町
の
市
場
化
テ

ス
ト
事
業
者
は
日
立
キ
ャ
ピ
タ
ル
債
権

回
収
・
日
立
キ
ャ
ピ
タ
ル
共
同
企
業
体

で
す
。
事
業
者
は
、
個
人
情
報
の
保
護
、

管
理
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
の
お
問
い
合
わ
せ
は

☎
０
１
２
０
―
２
１
１
―
７
２
５
（
発

信
専
用
番
号
） 

０
２
２
―
２
１
１
―
７

２
９
０

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
詳
細
を
確
認
で

き
ま
す
。

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

　

旭
川
年
金
事
務
所
☎
27
―
１
６
１
１
、

役
場
住
民
室
で
も
お
問
い
合
わ
せ
に
応

じ
ま
す
。

 

都
市
建
設
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
（
内
線
２
３
３
）

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
整
備
し
ま
し

た　
町
は
こ
の
ほ
ど
、
電
源
立
地
地
域
対

策
交
付
金
を
活
用
し
て
東
川
中
学
校
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

水
力
発
電
施
設
の
立
地
地
域
、
周
辺

地
域
で
行
う
公
共
用
施
設
整
備
、
住
民

福
祉
の
向
上
に
資
す
る
事
業
に
交
付
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

町
で
は
生
徒
た
ち
の
授
業
、
各
種
行

事
な
ど
、
健
康
的
で
安
全
な
学
校
生
活

を
支
援
す
る
た
め
今
後
と
も
道
整
備
事

業
な
ど
を
役
立
て
ま
す
。

■東川町役場　　　　
■改善センター（公民館）
■文化交流館
■文化ギャラリー
■B&G海洋センター
■町立診療所
■東川町社会福祉協議会
■大雪消防組合東消防署
■道草館　　　　

82－2111
82－3200
82－4245
82－4700
82－4600
82－2101
82－7505
83－0119
68－4777

11月の行事

　
（前月比＋
（前月比＋
（前月比＋
（前月比＋

　
7,840人
3,727人
4,113人
3,282戸

7人
6人

27人
17人

　
11人）
7人）
4人）
9戸）

人口・世帯数　9月末日現在
人　口／
　男　／
　女　／
世帯数／
出　生／
死　亡／
転　入／
転　出／

第20回少年剣道東川大会（前９時、Ｂ＆Ｇ海洋セン
ター）

共生サロンオープン記念講演会（後１時、東町１、共生
サロン）

第6回町議会臨時会（後１時半、議場）
第2回安全・安心でおいしい地下水サミット（後２時、
農村環境改善センターなど）＝11日まで
第32回全日本空手道剛柔会北海道大会（前８時、Ｂ
＆Ｇ海洋センター）＝14日まで

3日㈬
　

7日㈰
　

8日㈪
10日㈬

　

13日㈯

人のうごき　9月16日～10月15日
（敬称略、掲載はご承諾をいただいております）

　

60歳

　
歳

　
行政区
北町3丁目

届出人
安藤　勇

おくやみ
亡き人
安藤　純子

　
行政区　
西町3丁目

ご  結  婚
新郎　　　　　　新婦
木下　裕之　　　井上　尚子

　
父

祥仁

裕樹

寛仁

圭吾

智貴

一歩

翼

　
母

敦子

薫

智帆

愛美子

里美

麻依

舞子

　
行政区

26区
11区
16東区
西町3丁目
11区
23区
26区

お 誕 生
生まれた子

曽根　妃莉

鷲見　日和

藤倉　瑠花

山谷　悠貴

栗林　結愛

増田　花

大野　叶芽

  そ  ね　    ひめり

  す  み　    ひより

ふじくら　  る  か

 やまや　    ゆうき

くりばやし　ゆ  あ

  ますだ　  はな

  おおの　  かなめ

どうしてそんなにキティーちゃんが好きなの？どうしてそんなにキティーちゃんが好きなの？どうしてそんなにキティーちゃんが好きなの？
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都市建設課工事、委託の入札結果 工事及び委託の入札結果をお知らせします。

入札日 設　備　名　等 請負業者
請負価格

（税込み、円）

6月16日

6月30日

7月15日

東川町学校教育施設（東川中学校）耐震改修工事

役場庁舎花壇周壁改修工事

第三地区地域センター建設工事（建築工事）

第三地区地域センター建設工事（電気設備工事）

第三地区地域センター建設工事（機械設備工事）

公共施設トイレ改修工事その３

東川小学校耐力度調査設計委託業務

西10号道路改良工事その２
東川中学校グラウンド整備工事

平成22年度公営住宅清流東団地A2・3居住性向上型内部改修工事
旭岳青少年野営場トイレ塗装工事

公共施設トイレ改修工事その１

公共施設トイレ改修工事その２

道道旭川旭岳温泉線防犯灯設置工事（西部地区）

道道旭川旭岳温泉線防犯灯設置実施設計業務（東部地区）

天人峡道路天津橋用地確定測量業務

新谷・荒井・小岩特定建設工事共同企業体

松井組工建㈱

㈱小岩組

㈱東川電気工事

㈱山田ポンプ商会

ヤマサ暖房機器㈱

㈱アイエイ研究所

花本建設㈱

花本建設㈱

㈲門間建設

盛永塗装

㈱山田ポンプ商会

東洋設備㈱

㈲大林電気工業

㈱及川土木設計

㈱アサヒ建設コンサルタント

190,470,000
5,880,000

110,460,000
35,070,000
34,230,000

5,880,000

6,090,000

24,129,000
4,651,500

38,640,000
1,942,500

4,620,000
4,200,000

10,972,500
2,079,000
1,554,000

指名競争入札

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

契約方法等

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

考
え
実
践
し
よ
う
」

持
ち
物　

筆
記
道
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

　

角
巾
（
食
材
料
費
の
一
部
１
０
０
円

　

を
自
己
負
担
）

 

教
育
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
教
育
課
（
内
線
５

８
３
）

新
教
育
委
員
長
に
内
田
氏
、委
員
長

職
務
代
理
に
髙
木
氏

　

９
月
28
日
に
開
か
れ
た
第
５
回
教
育

委
員
会
会
議
で
、
任
期
満
了
に
伴
う
町

教
育
委
員
会
教
育
委
員
長
の
選
挙
（
指

名
推
薦
）
が
行
わ
れ
、
内
田
昌
幸
教
育

委
員
が
10
月
７
日
付
け
で
新
教
育
委
員

長
と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

【
東
川
町
教
育
委
員
会
人
事
】
（
10
月

７
日
付
け
）

　

▼
教
育
委
員
長　

内
田
昌
幸
（
新
）

▼
教
育
委
員
長
職
務
代
理
者　

髙
木
正

晴
（
同
）

 

幼
児
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
82
―
５
１
０
０

「
よ
ち
よ
ち
教
室
」を
開
き
ま
す

  

零
歳
児
対
象
の
親
子
遊
び
の
教
室
で

す
。
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
を
ご
用
意

し
て
い
ま
す
。
親
子
で
楽
し
く
遊
び
な

が
ら
、
お
友
だ
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

内
容　

講
話
「
健
診
デ
ー
タ
ー
の
見
方
」

　

（
食
と
体
の
結
び
つ
き
）
、
調
理
実

　

習
、
試
食
（
希
望
者
に
は
体
脂
肪
測

　

定
）

持
ち
物　

筆
記
道
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

　

角
巾
（
食
材
料
費
の
一
部
１
０
０
円

　

を
自
己
負
担
）

「
元
気
っ
子
ク
ッ
キ
ン
グ
」の
参
加
者

募
集

　

食
べ
物
は
子
ど
も
の
成
長
に
大
切
で

す
。
苦
手
な
も
の
で
も
美
味
し
く
食
べ

ら
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
を
一
緒
に
作
り
ま
せ

ん
か
。

対
象　

お
お
む
ね
2
歳
半
以
上
の
幼
児

　

と
保
護
者

日
時　

11
月
25
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

ミ
ニ
講
話
「
野
菜
い
っ
ぱ
い
ク

　

ッ
キ
ン
グ
」
調
理
実
習
、
試
食

持
ち
物　

筆
記
道
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

　

角
巾
（
親
子
と
も
）

良
い
食
生
活
を
進
め
る
た
め
の
料
理

教
室
参
加
を
募
集

　

食
生
活
改
善
協
議
会
主
催
の
料
理
教

室
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時　

12
月
１
日
（
水
）
午
前
10
時
〜

　

午
後
１
時

対
象　

町
民
の
方

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
健
康
学

　

習
室
、
栄
養
指
導
室
）

内
容　

講
話
「
良
い
食
生
活
に
つ
い
て

  

お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉
ち
ゃ
ん
も
一
緒

に
参
加
で
き
ま
す
。

対
象　

零
歳
児
の
お
子
さ
ん
と
お
母
さ

　

ん
日
時　

11
月
19
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

内
容　

赤
ち
ゃ
ん
体
操
、
親
子
遊
び
、

　

ホ
ー
ス
リ
ン
グ
お
も
ち
ゃ
つ
く
り
、

　

当
セ
ン
タ
ー
の
伊
藤
園
長
を
囲
ん
で

　

「
食
と
生
活
リ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
交

　

流
会

場
所　

幼
児
セ
ン
タ
ー
内
子
育
て
支
援

　

セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ
ル
ー
ム

募
集　

15
組
程
度
（
要
予
約
） 

見
学
体
験
会「一緒
に
考
え
よ
う
」を

開
き
ま
す

　

３
歳
児
以
上
の
お
子
さ
ん
の
様
子
を

見
学
す
る
予
定
で
す
。
給
食
も
用
意
し

ま
す
。
来
年
度
幼
児
セ
ン
タ
ー
に
入
園

を
予
定
し
て
い
る
保
護
者
の
皆
さ
ま
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象　

３
歳
児
（
平
成
19
年
４
月
２
日

　

生
ま
れ
以
降
）
、
４
歳
児
（
同
18
年

　

４
月
２
日
生
ま
れ
以
降
）
の
お
子
さ

　

ん
と
お
母
さ
ん

日
時　

11
月
26
日
（
金
）
午
前
９
時
半

　

〜
正
午

内
容　

見
学
体
験
会
（
各
ク
ラ
ス
で
見

　

学
体
験
）

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ

　

ル
ー
ム

募
集　

10
組
程
度
（
準
備
の
都
合
上
11

　

月
19
日
締
め
切
り
）

給
食
代　

１
８
０
円
（
親
子
１
食
分
、

　

当
日
徴
収
）

〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜

道
道
瑞
穂
東
川
線（
通
称
北
５
線
道

路
）冬
期
間
通
行
止
め上

川
総
合
振
興
局

　

道
道
瑞
穂
東
川
線
（
通
称
北
５
線
道

路
）
は
、
北
５
線
東
10
号
原
田
宅
前
か

ら
奥
ゲ
ー
ト
区
間
を
11
月
11
日
か
ら
来

年
３
月
10
日
ま
で
、
ゲ
ー
ト
か
ら
奥
方

面
は
来
年
５
月
20
日
ま
で
冬
期
間
通
行

止
め
に
な
り
ま
す
（
い
ず
れ
も
予
定
）
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
事
業
課
☎
26
―
４

４
６
１
ま
で
。

菅
原
、岩
田
、能
登
さ
ん
３
人
に
交
通

安
全
功
労
者
感
謝
状

　

交
通
安
全
指
導
員
と
し
て
長
年
交
通

安
全
活
動
に
功
績
が
あ
っ
た
北
町
３
、

で
貸
し
出
し
ま
す
。
運
動
強
度
は
6
0

歳
代
ま
で
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
初
め

て
の
方
で
も
Ｏ
Ｋ
。
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
19
日
（
金
）
午
前
９
時
半

　

〜
正
午

集
合　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
集
団
検
診

　

室
（
実
技
は
戸
外
を
予
定
）

募
集　

40
人
程
度

内
容　

①
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
キ

　

ン
グ
の
基
礎
、
基
本
動
作
の
講
義
と

　

実
技
②
じ
ょ
う
ず
に
続
け
る
た
め
の

　

ポ
イ
ン
ト

持
ち
物　

手
袋
（
厚
手
過
ぎ
な
い
も

の
）
、
防
寒
着
（
動
き
や
す
く
防
水

性
の
も
の
）
、
帽
子
（
防
寒
用
）
、

タ
オ
ル
（
汗
ふ
き
用
）
、
筆
記
用
具
、

　

飲
料
水

食
事
で
健
康「
栄
養
教
室
」

　

食
事
の
不
適
切
な
摂
取
、
運
動
不
足

で
起
き
る
生
活
習
慣
病
が
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。
健
康
の
大
切
さ
を
考
え
、

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
こ
と
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。
身
近
な
材
料
を
使
っ

て
調
理
実
習
を
し
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
、

味
付
け
な
ど
を
確
認
し
、
食
生
活
の
見

直
し
と
健
康
を
考
え
ま
し
よ
う
（
希
望

す
る
方
は
食
生
活
改
善
推
進
員
の
単
位

を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）
。

対
象　

町
民
の
方

日
時　

11
月
18
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

　

午
後
１
時
ご
ろ

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

無
料
法
律
相
談
会
を
開
き
ま
す

　

（
社
）
旭
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
母

子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

（
旭
川
）
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
方
を

対
象
に
し
て
無
料
法
律
相
談
会
を
開
き

ま
す
。
希
望
者
は
同
セ
ン
タ
ー
（
旭
川

市
５
条
通
４
丁
目
旭
川
市
と
き
わ
市
民

ホ
ー
ル
１
階
、
☎
21
―
７
１
８
１
）
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
各
月
の
相
談

受
け
付
け
は
４
人
。
会
場
は
と
き
わ
市

民
ホ
ー
ル
（
旭
川
市
５
条
通
４
丁
目
）
。

費
用
は
無
料
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
母
子
家
庭
の
母

親
の
就
業
に
関
す
る
相
談
、
技
能
習
得
、

就
業
情
報
提
供
、
無
料
職
業
紹
介
、
講

習
会
、
関
係
機
関
と
の
連
携
会
議
、
養

育
費
に
関
す
る
専
門
相
談
な
ど
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

▼
11
月
25
日
（
木
）
午
後
1
時
半
か
ら

　

同
３
時
半
、
国
分
妙
子
弁
護
士
、
託

　

児
あ
り
（
要
予
約
）

▼
12
月
24
日
（
金
）
午
後
１
時
半
か
ら

　

同
３
時
半
、
万
字
達
弁
護
士
、
託
児

　

あ
り
（
要
予
約
）

▼
E
メ
ー
ル

　

boshi@
north.hokkai.net

ノ
ル
ディ
ッ
ク・ウ
オ
ー
キン
グ
教
室

で
健
康
ア
ッ
プ

　

無
理
な
く
歩
き
な
が
ら
健
康
保
持
し
、

運
動
不
足
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。
上
川

保
健
所
か
ら
講
師
を
招
き
、
ノ
ル
デ
ィ

ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
を
開
き
ま

す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
用
ポ
ー
ル
は
無
料

 
地
域
活
性
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
、
ご
連
絡
は
地
域
づ

く
り
推
進
室
☎
（
内
線
２
６
１
）

町
外
に
ご
住
所
が
あ
る
新
成
人
の
方

に
お
知
ら
せ

　

平
成
23
年
成
人
式
は
、
来
年
１
月
９

日
（
日
）
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
開
催
い
た
し
ま
す
。
町
内
に
住
民
登

録
の
な
い
方
で
成
人
式
に
参
加
ご
希
望

の
方
は
、
11
月
26
日
（
金
）
ま
で
に
参

加
ご
希
望
の
方
の
氏
名
、
生
年
月
日
、

ご
住
所
、
連
絡
先
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

　

対
象
と
な
る
生
ま
れ
年
の
方
は
、
１

９
９
０
（
平
成
２
）
年
４
月
２
日
か
ら

翌
１
９
９
１
（
同
３
）
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方
で
す
。
12
月
上
旬
、

ご
本
人
様
あ
て
に
案
内
状
を
発
送
い
た

し
ま
す

　

成
人
式
は
、
ご
両
親
、
お
近
く
の
皆

さ
ま
も
晴
れ
姿
の
様
子
を
ご
覧
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
一
緒

に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

 

保
健
福
祉
課
か
ら

　

福
祉
の
こ
と
は
社
会
福
祉
室
（
内
線

５
０
３
）
、
健
康
と
食
の
こ
と
は
保
健

指
導
室
（
内
線
５
０
５
、
５
０
６
、
５

０
７
）

菅
原
忠
夫
さ
ん
（
69
）
、
東
町
２
、
岩

田
和
子
さ
ん
（
58
）
、
新
栄
、
能
登
暢

吉
さ
ん
（
54
）
の
３
人
が
22
年
度
上
川

地
区
交
通
安
全
功
労
者
と
し
て
上
川
総

合
振
興
局
長
感
謝
状
を
受
賞
し
、
10
月

６
日
、
役
場
で
伝
達
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

３
人
は
と
も
に
町
交
通
安
全
指
導
員

と
し
て
２
０
０
３
（
平
成
15
）
年
か
ら

活
動
を
続
け
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

毎
月
１
日
、
15
日
に
児
童
・
生
徒
の

登
下
校
時
街
頭
指
導
、
年
４
回
の
交
通

安
全
運
動
期
間
中
街
頭
啓
発
、
幼
児
セ

ン
タ
ー
や
各
小
、
中
学
校
、
養
護
学
校

で
の
交
通
安
全
教
室
、
町
内
老
人
ク
ラ

実 施 日 場 所 時 間

11：00～13：00

14：00～15：10

15：20～16：30

9：30～10：45

旭川福祉専門学校前

JA東川事務所前

役場庁舎前

東川養護学校

11月22日
（月）

移動献血車が来町します
皆さまの献血ご協力をお願いします。 保健福祉課

感謝状を受けた岩田さん、菅原さん、能登さん（右から）
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０歳からのおはなし会０歳からのおはなし会０歳からのおはなし会
にちじ：12月2日(木) 午前10時半～同11時半
ばしょ：文化交流館絵本ルーム
　絵本の読み聞かせと手遊びなどで楽しく過ごしましょう。

後半は、簡単な工作と参加者同士の交流をします。

☆年齢に関係なく、どなたでも参加できます。

（会費はありません。申し込み不要）

お問い合わせ
「おはなしの会ピッピ」
三上さん ☎82－2809

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

社
協
だ
よ
り

温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

９
月
17
日
か
ら
10
月
15
日
ま

で
に
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
方
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》

北
町
３
丁
目　
　

藤
田　

勝
美
様

北
町
３
丁
目　
　

安
藤　

勇　

様

南
町
３
丁
目　
　

島
田　

正
一
様

17
区
西
町　
　
　

柴
田
惠
美
子
様

今
月
の
く
ら
し
の
相
談
日

ご
案
内

　

毎
月
第
３
木
曜
日
午
後
１
時

半
か
ら
同
４
時
ま
で
、
社
協
相

談
室
で
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

今
月
の
相
談
日
と
相
談
員
は
次

の
と
お
り
で
す
。

11
月
18
日　

大
石　

久
子

の
労
災
事
故
、
過
重
労
働
か
ら
の
健
康

障
害
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。
賃
金
不
払

い
の
残
業
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

　

11
月
は
労
働
時
間
適
正
化
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
月
間
で
す
。
全
国
一
斉
無
料
相
談

日
を
設
け
て
労
働
問
題
に
関
す
る
お
悩

み
、
ご
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

日
時　

11
月
６
日
（
土
）
午
前
９
時
〜

　

午
後
５
時

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

０
１
２
０
―
７
９

　

４
―
７
１
３

　

申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
上
川
総

合
振
興
局
産
業
振
興
部
農
務
課
☎
46
―

４
９
８
４

シ
ベ
リ
ア
戦
後
抑
留
者
に
特
別
給
付

金
（
独
）
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

　

第
二
次
世
界
大
戦
終
了
後
の
戦
後
、

当
時
の
ソ
連
（
ロ
シ
ア
）
シ
ベ
リ
ア
に

強
制
抑
留
さ
れ
た
方
に
対
す
る
特
別
給

付
金
の
請
求
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
戦
後
抑
留
者
で
、

今
年
６
月
16
日
現
在
日
本
国
籍
を
有
す

る
ご
存
命
の
方
で
す
。

　

請
求
受
付
期
間
は
、
来
年
３
月
31
日

ま
で
。
（
独
）
平
和
祈
念
事
業
特
別
基

金
か
ら
請
求
書
類
を
お
送
り
し
ま
す
。

ま
だ
お
手
元
に
請
求
書
類
が
届
い
て
な

い
方
は
同
基
金
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
は
平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午

後
６
時
ま
で
。

　

連
絡
先
は
事
業
部
特
別
給
付
金
担
当

☎
０
５
７
０
―
０
５
９
―
２
０
４
（
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
、
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ

携
帯
か
ら
は
☎
０
３
―
５
８
６
０
―
２

７
４
８

労
働
時
間
を
守
って
労
災
、過
重
労
働

を
な
くし
ま
し
ょ
う

北
海
道
労
働
局

　

働
く
皆
さ
ん
、
事
業
主
の
皆
さ
ん
、

法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
労
働
時
間
を

き
ち
ん
と
守
っ
て
、
疲
労
な
ど
が
原
因

対
象　

中
学
生
以
上
の
男
女
（
混
合
９

　

人
制
、
女
性
４
人
以
上
出
場
）

参
加
料　

1
チ
ー
ム
３
千
円
（
学
生
２

　

千
円
）

締
め
切
り　

11
月
24
日
（
水
）

申
し
込
み　

事
務
局
、
矢
ノ
目
（
役
場

　

定
住
促
進
課
内
☎
82
―
２
１
１
１
内

　

線
１
１
６
）

ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル
の
会
員
を
募
集
し
ま

す

ナ
チ
ュ
ラ
ル
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル

　

ヨ
ガ
で
心
と
体
の
健
康
サ
ポ
ー
ト
を

し
ま
し
ょ
う
。
縮
ん
だ
筋
肉
を
伸
ば
し

て
緊
張
を
ほ
ぐ
し
、
全
身
の
血
行
を
改

善
、
体
内
の
活
性
化
を
促
す
効
果
を
期

待
で
き
ま
す
。
男
女
を
問
わ
ず
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　

毎
週
土
曜
日
午
後
６
時
半
か
ら

　

同
８
時
ご
ろ
ま
で
（
１
回
約
90
分
間
、

　

月
４
回
程
度
）

場
所　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

対
象　

ど
な
た
で
も

会
費　

３
千
５
０
０
円
（
４
回
）

講
師　

貞
木
香
織
里
さ
ん

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ　

中
村
勲

　

さ
ん
☎
85
―
６
２
６
５
（
Ｆ
ａ
ｘ
兼
）

北
の
め
ぐ
み「
愛
食
応
援
団
」を
募
集

し
ま
す 

上
川
総
合
振
興
局

　

北
海
道
の
「
食
」
を
応
援
し
ま
せ
ん

か
？　

「
愛
食
運
動
」
の
輪
を
広
げ
る

た
め
、
「
地
産
地
消
」
「
食
育
」
活
動

技
師
が
、
北
海
道
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
表
彰
を
受
賞
し
、
10
月
7
日
、
合

田
副
町
長
か
ら
表
彰
伝
達
を
受
け
ま
し

た
。

　

１
９
８
４
（
昭
和
59
）
年
12
月
か
ら

25
年
以
上
に
わ
た
っ
て
東
川
町
立
病
院

（
現
東
川
町
立
診
療
所
）
に
勤
務
し
、

地
域
医
療
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
町
立
診
療
所
放
射
技
師
長
と

し
て
業
務
連
携
強
化
、
地
域
医
療
の
質

の
向
上
に
努
め
、
町
の
医
療
体
制
の
中

核
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

町
技
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
参
加
チ

ー
ム
募
集

東
川
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

　

第
30
回
町
技
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を

開
催
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時　

12
月
5
日
（
日
）
午
前
８
時
半

　

（
開
場
）

場
所　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

ブ
で
の
寸
劇
、
替
え
歌
出
演
の
交
通
安

全
教
室
な
ど
、
地
道
に
交
通
安
全
運
動

を
続
け
て
き
ま
し
た
。

歯
科
医
の
中
野
典一さ
ん
が
道
社
会

貢
献
賞
、町
立
診
療
所
の
伴
幸
男
技

師
長
が
道
国
保
連
合
表
彰

　

東
川
歯
科
医
院
（
東
町
１
丁
目
）
の

中
野
典
一
医
師
（
58
）
が
北
海
道
社
会

貢
献
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

10
月
６
日
、
国
保
会
館
（
札
幌
）
で

授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
９
８
５
（
昭
和
60
）
年
４
月
か
ら

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
と
し

て
尽
力
し
、
２
０
０
４
（
平
成
16
）
年

４
月
か
ら
東
川
、
東
神
楽
、
美
瑛
３
町

で
構
成
す
る
大
雪
地
区
広
域
連
合
の
国

民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
を
務
め

て
い
ま
す
。
保
険
医
代
表
と
し
て
国
民

健
康
保
険
の
運
営
方
法
や
広
域
運
営
の

た
め
指
導
、
助
言
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
川
町
立
診
療
所
、
伴
幸
男
放
射
線

を
実
践
す
る
「
愛
食
応
援
団
」
と
し

て
、
道
内
の
企
業
、
団
体
（
支
店
、

支
部
を
含
む
）
、
３
人
以
上
の
グ
ル

ー
プ
を
募
集
し
ま
す
。

　

「
愛
食
応
援
団
」
と
は
「
北
の
め

ぐ
み
愛
食
応
援
団
」
を
指
し
ま
す
。

　

安
全
で
安
心
な
食
の
生
産
、
供
給
、

食
に
関
す
る
知
識
、
安
全
な
食
品
を

選
択
す
る
力
の
習
得
な
ど
を
通
じ
、

北
海
道
な
ら
で
は
の
地
域
に
根
ざ
し

た
食
文
化
を
継
承
・
発
展
さ
せ
て
い

く
た
め
「
地
産
地
消
」
「
食
育
」

「
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
運
動
」
を
総
合
的

に
推
進
す
る
こ
と
が
狙
い
で
す
。

　

賛
同
団
体
を
登
録
し
、
道
か
ら
の

情
報
提
供
な
ど
を
通
じ
て
、
自
発
的

な
取
り
組
み
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

情
報
発
信
を
し
な
が
ら
愛
食
運
動
を

進
め
ま
す
。
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
も
広
く
ご
紹
介
し
ま
す
。 

各種大会成績 〔背泳ぎ〕▼小学３年男子（25㍍）　①
鷲見圭飛（東川町水泳少年団）
〔平泳ぎ〕▼同４年同　（同）　①武田好
生（同）③鷲見圭飛（同）
▼同５年同（50㍍）　②三上航大（同）
〔個人メドレー〕▼同同同（200㍍）　③
三上航大（同）

【柔道】

　
◆クラブ少年少女柔道大会（10月３日
・旭川市総合体育館）
▼男子２年の部　①上尾カムナ（東川柔
塾）
▼同３年の部　③丸谷銀治（同）

▼女子１・２年の部　③須藤花凛（同）
◆西部北海道柔道大会（９月19日・留
萌市勤労者体育センター）
▼小学２年の部　③須藤花凛（東川柔
塾）
▼同５年の部　③佐々木燦吏（同）
▼同６年の部　③島田貴章（同）
▼中学男子２年の部　②滝本諒一（同）

【空手】
◆第29回秋季空手道選手権大会（10
月10日・旭川市大成地区市民センタ
ー）
〔形の部〕▼中学校女子　③中島沙貴
（剛柔流）
▼高校生男子　②小池孝幸（同）③中
島拓也（同）
〔組み手の部〕
▼高校生男子　②小池孝幸（同）

【水泳】
◆第29回上川管内スポーツ少年団水
泳交流大会（９月23日・士別市南郷プ
ール）
〔背泳ぎ〕▼Ａクラス女子（25㍍）　①
佐々木妃菜（東川町水泳少年団）▼同
男子（同）　②藤原誠（同）▼Ｂクラス男
子（50㍍）　②加藤航基（同）③山崎悠
人（同）
〔自由型〕▼Ｂクラス男子（50㍍）　②武
田好生（同）
〔平泳ぎ〕▼Ａクラス男子（25㍍）　①三
上航大（同）
〔バタフライ〕▼Ｂクラス男子（25㍍）　
②三上航大（同）③武田好生（同）
〔フリーリレー〕▼同同（100㍍）　①武
田、加藤（航）、鷲見（圭）、三上（同）③
佐藤、袴田（竣）、藤原、山崎（同）◆第７
回北海道スポーツ少年団水泳交流大
会兼ニチレイチャレンジ特別泳力検定
会（９月12日・新得町営プール）

中野典一医師

伴幸男さん

11月12日（金）～21日（日）

冬の
交通安全運動

○交差点は必ず停止、事故防止

○飲酒運転、絶対ダメ！

東川町、東川町交通安全協会、
東川・東川西・志比内警察官駐在所

北海道最低賃金の改正北海道最低賃金の改正北海道最低賃金の改正

厚生労働省北海道労働局　労働監督署（支署）

時間額　691 円時間額　691 円
北海道内で事業を営む使用者、その事業場で働くすべての労働者
（臨時、パート、アルバイトを含む）に適用されます。

○高齢者
　夕暮れ時は気をつけて

○朝夕の路面凍結
スリップ注意！　事故危険

発効　平成22年10月15日

東川町文化ギャラリー展示案内
東町１丁目19-8　☎82-4700
○11月3日㈬まで
　第40回東川町民総合文化祭作品展
○11月5日㈮～1１月24日㈬
　清水重蔵写真展「水のかたち」（地下水サミット協賛）
 　三軌会移動展・支部展
○11月16日㈫～12月12日㈰
　二小親子ふれあい写真展
○11月26日㈮～12月12日㈰
　フォトきらめき会員展
　林忠彦賞受賞作品展
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言
葉
の
大
切
さ 

そ
の
２
（
心
の
交
流
に
気
軽
な
言
葉
か
け
）

　

歳
を
と
っ
て
来
た
せ
い
も
あ
っ

て
、
あ
ま
り
出
歩
か
ず
家
に
こ
も

る
日
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
た
ま

に
外
へ
出
て
知
人
に
会
う
と
、
妙

に
口
数
が
多
く
な
っ
て
い
る
自
分

に
気
づ
き
ま
す
。
た
ぶ
ん
人
と
話

す
こ
と
で
脳
の
活
性
化
を
無
意
識

に
図
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
だ
い
ぶ
前
の
話
に
な
り

ま
す
が
、
新
聞
の
コ
ラ
ム
「
魚
眼

図
」
欄
に
お
も
し
ろ
く
も
楽
し
い

話
が
載
っ
て
い
ま
し
た
の
で
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

「
イ
ギ
リ
ス
な
ど
で
く
し
ゃ
み

を
す
る
と
、
す
か
さ
ず
『
ブ
レ
ッ

シ
ュ
ー
』
と
反
応
が
返
っ
て
く
る

こ
と
が
あ
る
。
英
国
圏
で
は
く
し

ゃ
み
を
し
た
人
に
『
Ｇ
ｏ
ｄ　

ｂ

ｌ
ｅ
ｓ
ｓ　

ｙ
ｏ
ｕ
！
（
神
の
ご

加
護
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
）
』
と

祝
福
を
授
け
る
習
慣
が
あ
る
。

　

省
略
が
入
り
音
が
変
化
す
る
と
、

そ
れ
が
ほ
と
ん
ど
『
ブ
レ
ッ
シ
ュ

ー
』
に
聞
こ
え
る
。
習
慣
の
起
源

は
明
ら
か
で
は
な
い
ら
し
い
。
感

染
症
の
蔓
延
を
防
い
だ
故
事
に
ち

な
む
と
か
、
く
し
ゃ
み
の
瞬
間
に

体
に
邪
悪
な
も
の
が
入
り
込
む
の

を
妨
げ
る
た
め
で
あ
る
と
か
、
逆

に
幸
運
の
兆
候
だ
か
ら
そ
れ
を
祝

福
す
る
の
だ
と
い
う
説
も
あ
る
ら

し
い
。

　

何
に
せ
よ
、
く
し
ゃ
み
を
し
た

人
に
す
か
さ
ず
『
ブ
レ
ッ
シ
ュ

ー
』
と
い
う
の
は
私
に
は
結
構
難

し
く
、
あ
ち
ら
の
人
の
素
早
さ
と

言
っ
た
ら
ほ
と
ん
ど
反
射
的
と
し

か
思
え
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

　

実
は
こ
れ
、
く
し
ゃ
み
の
後
の

『
ば
つ
』
の
悪
さ
み
た
い
な
も
の

も
つ
い
で
に
薄
れ
る
、
生
活
の
呪

文
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
だ

か
ら
こ
そ
、
今
で
は
す
っ
か
り
宗

教
や
迷
信
と
は
無
関
係
に
根
付
い

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、

言
わ
れ
た
ら
『
Ｔ
ｈ
ａ
ｎ
ｋ　

ｙ

ｏ
ｕ
（
あ
り
が
と
う
）
』
と
返
す
」

（
浜
井
祐
三
子
・
北
大
准
教
授
＝

イ
ギ
リ
ス
研
究
）
。

　

い
か
が
で
し
た
か
、
こ
の
お
話
。

他
に
も
、
英
語
の
出
来
な
い
私
が

知
っ
て
い
る
言
葉
に
「
グ
ッ
ド
ラ

ッ
ク
」
「
ハ
バ
ナ
イ
ス
デ
イ
」
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
や
語
源
に
つ

い
て
は
浅
学
の
謗
（
そ
し
）
り
を

ま
ぬ
か
れ
な
い
の
で
敢
え
て
書
き

ま
せ
ん
が
、
な
か
な
か
い
い
言
葉

だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
か
。

　

男
が
離
れ
ば
な
れ
に
遠
く
へ
行

く
時
、
手
を
上
げ
て
、
も
し
く
は

握
手
を
し
な
が
ら
「
グ
ッ
ド
ラ
ッ

ク
」
。
格
好
い
い
じ
ゃ
あ
り
ま
せ

ん
か
。
ち
な
み
に
日
本
語
で
当
て

は
ま
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
ね
。

　

外
国
を
旅
し
て
交
差
点
や
す
れ

違
う
時
、
軽
く
会
釈
し
な
が
ら

「
ハ
バ
ナ
イ
ス
デ
イ
」
と
言
わ
れ

る
と
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
異
国
の

や
さ
し
さ
や
思
い
や
り
を
感
じ
ま

す
。
た
だ
行
き
会
っ
た
だ
け
な
の

に
何
か
を
願
っ
て
く
れ
る
人
の
温

か
さ
を
し
み
じ
み
感
じ
ま
す
。
ち

な
み
に
日
本
語
で
当
て
は
ま
る
言

葉
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
語
で
は
ち
ょ
っ
と
照
れ
く

さ
い
言
葉
で
も
、
英
語
で
は
す
ら

っ
と
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
の

も
す
て
き
な
感
じ
で
す
。

　

私
た
ち
は
た
と
え
英
語
が
話
せ

な
く
と
も
、
外
人
の
方
の
母
国
語

が
理
解
で
き
な
く
て
も
、
笑
顔
と

真
心
と
そ
の
人
を
思
い
や
る
気
持

ち
が
あ
れ
ば
心
は
通
う
と
思
う
の

で
す
。
そ
し
て
そ
の
場
で
即
解
決

で
き
な
く
て
も
、
何
か
の
手
助
け

に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
の
で
す
。

　

人
間
同
士
で
あ
る
以
上
、
心
と

心
が
つ
な
が
り
、
心
が
通
わ
な
い

は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
要
は
気
持

ち
や
心
の
問
題
だ
と
思
う
の
で
す
。

さ
あ
、
一
歩
、
二
歩
外
国
の
方
に

近
づ
い
て
見
ま
せ
ん
か
。

　

き
っ
と
何
か
が
起
こ
る
は
ず
。

き
っ
と
何
か
が
分
か
る
は
ず
。
き

っ
と
何
か
が
見
え
る
は
ず
‼　
そ

し
て
わ
れ
わ
れ
日
本
人
同
士
も
何

か
を
見
つ
け
る
た
め
に
言
葉
を
掛

け
合
い
ま
せ
ん
か
‼　
子
供
た
ち

に
も
そ
の
こ
と
を
教
え
て
あ
げ
た

い
と
思
う
の
で
す
。

三　

原　

真　

琴

言
葉
の
大
切
さ 

そ
の
２
（
心
の
交
流
に
気
軽
な
言
葉
か
け
）

子育てチャンネル子育てチャンネル子育てチャンネル
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保健だより
for Healthy Life

　

歩
く
こ
と
に
代
表
さ
れ
る
有
酸
素
運
動

は
、
体
内
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
て
心
肺

機
能
を
高
め
、
疲
れ
に
く
い
体
を
つ
く
り

ま
す
。

　

と
は
い
う
も
の
の
、
寒
さ
と
積
雪
、
そ

し
て
路
面
が
滑
り
や
す
い
冬
季
間
は
、
ど

う
し
て
も
運
動
量
が
低
下
し
が
ち
。
そ
こ

で
両
手
に
ポ
ー
ル
を
持
ち
な
が
ら
歩
く

「
ノ
ル
デ
ッ
ィ
ク
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を

ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

両
手
に
ポ
ー
ル
を
持
つ
こ
と
で
、
転
倒

予
防
、
関
節
へ
の
負
担
を
軽
減
し
な
が
ら

効
果
的
な
有
酸
素
運
動
が
で
き
ま
す
。

　

ポ
ー
ル
を
利
用
す
る
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
以
外
で
も
、
買
い
物
、
通

勤
、
ご
み
出
し
、
掃
除
な
ど
、
日
常
行
っ

て
い
る
動
作
を
ふ
だ
ん
よ
り
ち
ょ
っ
と
素

早
く
動
か
す
と
「
有
酸
素
運
動
」
、
ち
ょ

っ
と
力
を
込
め
て
ゆ
っ
く
り
行
う
と
「
筋

ト
レ
」
に
な
り
ま
す
。

　

毎
日
の
歯
磨
き
、
お
風
呂
、
テ
レ
ビ
タ

イ
ム
な
ど
を
利
用
し
て
、
意
識
し
て
体
を

ち
ょ
っ
と
大
き
く
伸
ば
す
「
ス
ト
レ
ッ
チ
」

な
ど
も
心
が

け
て
み
ま
し

ょ
う
。

　

ど
れ
も
思

い
立
っ
た
ら

す
ぐ
に
始
め

る
こ
と
が
で

き
る
〝
な
が
ら
運
動
〞
で
す
。
で
も
長
年

の
生
活
習
慣
を
変
え
る
の
は
な
か
な
か
難

し
い
も
の
。
そ
こ
で
５
つ
の
コ
ツ
を
ご
紹

し
ま
し
ょ
う
。

〝
な
が
ら
運
動
〞
５
つ
の
コ
ツ

▼
そ
の
①「
ま
ず
姿
勢
を
よ
く
す
る
」

　

ま
ず
「
座
る
、
立
つ
、
歩
く
」
と
い
う

日
常
活
動
で
姿
勢
を
よ
し
ま
し
ょ
う
。

　

お
腹
を
へ
こ
ま
せ
、
背
筋
を
伸
ば
す
姿

勢
を
保
つ
だ
け
で
も
、
お
腹
、
背
中
、
お

し
り
、
首
筋
の
引

き
締
め
運
動
に
な

り
ま
す
。
し
っ
か

り
姿
勢
を
保
つ
こ

と
で
消
費
エ
ネ
ル

ギ
ー
も
増
え
ま
す
。

▼
そ
の
②「
し
ゃ
が
ん
で
立
ち
上
が
る
」

　

ス
ク
ワ
ッ
ト
は
下
半
身
の
筋
肉
を
鍛
え

る
理
想
的
な
運
動
で
す
。
昔
は
布
団
を
敷

く
時
な
ど
、
ス
ク
ワ
ッ
ト
に
通
じ
る
動
作

を
自
然
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
腰
を
か
が

め
て
床
の
物
を
拾
う
と
き
、
片
付
け
る
と

き
、
意
識
し
て
し
ゃ
が
み
、
立
ち
上
が
る

こ
と
が
コ
ツ
で
す
。

▼
そ
の
③「
や
り
や
す
い
日
常
〝
な
が
ら

　

運
動
〞
か
ら
ス
タ
ー
ト
」

　

掃
除
が
日
課
な
ら
ば
、
掃
除
機
で
一
歩

踏
み
出
し
て
筋
ト
レ
、
窓
拭
き
肩
回
し
運

動
、
バ
ス
に
乗
る
こ
と
が
多
け
れ
ば
、
乗

車
時
に
か
か
と
の
上
げ
下
げ
な
ど
、
日
常

生
活
の
中
で
無
理
な
く
取
り
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
運
動
か
ら
始
め
る
の
が
大
事
で

す
。

▼
そ
の
④「
慣
れ
た
ら
種
類
を
増
や
す
」

　

運
動
に
慣
れ
て
き
た
ら
徐
々
に
種
類
を

増
や
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
増
え
れ
ば
、
飽
き
ず
に
や
る
気
が
わ

い
て
き
ま
す
。　

▼
そ
の
⑤「
疲
れ
る
ま
で
が
ん
ば
ら
な
い
」

　

一
度
に
集
中
し
て
行
わ
な
い
よ
う
に
す

る
と
疲
れ
に
く
く
、
疲
れ
て
も
軽
い
疲
れ

な
ら
ば
す
ぐ
に
回
復
で
き
ま
す
。

　

一
日
の
中
で
一
気
に
集
中
し
て
行
う
の

で
は
な
く
、
何
度
に
も
分
け
て
気
長
に
行

う
こ
と
を
心
が
け
れ
ば
、
総
運
動
量
は
驚

く
ほ
ど
多
く
な
り
ま
す
。

　

冬
に
な
る
と
運
動
不
足
に
な
り
が
ち
。
運
動
し
た
方
が
い
い
の
は
分
か
っ
て
い
て
も
「
時
間
が
な
い
」
「
冬
に
な
る
と
寒

い
し
、
転
び
そ
う
で
た
め
ら
っ
て
し
ま
う
」
と
日
ご
ろ
の
運
動
に
及
び
腰
の
方
多
い
で
す
ね
。
手
軽
に
体
を
動
か
す
ノ
ル
デ

ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
簡
単
に
体
調
管
理
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
日
常
の
動
き
、
歩
き
方
に
少
し
工
夫
を
加
え
て
軽
運
動

に
変
え
て
し
ま
い
ま
し
ょ
う
。
11
月
と
来
年
1
月
の
２
回
、
「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
「
冬
場
の
健
康
づ
く
り

教
室
」
を
開
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
（
詳
し
く
は
今
月
広
報
誌
の
差
し
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
。

子育てチャンネル子育てチャンネル
冬
こ
そ
体
を
動
か
そ
う
！

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
お
手
軽
健
康
運
動

冬
こ
そ
体
を
動
か
そ
う
！

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
お
手
軽
健
康
運
動
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本誌の印刷には、大豆インクを使用しています。
また用紙には再生紙（100％）を使用しています。

インターネットでも情報満載!!
広報ひがしかわのバックナンバーや町の情報がリアルタイムにインターネットで紹介されて
いますので、こちらのチェックを忘れずに！

■東川町オフィシャルサイト  http://town.higashikawa.hokkaido.jp/
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保健カレンダー
お問い合わせ
●保健福祉課保健指導室　☎82－2111

【11月分】
申し込み制

申し込み制

申し込み制

申し込み制
申し込み制

申し込み制

申し込み制

予約制

＜地域子育て支援センター＞
申し込み・お問い合わせ　
地域子育て支援センター（☎82－5100）

＜親子遊び体験教室＞
5日㈮「３、４歳児　紙粘土」……………10:00～11:30

12日㈮「１、２歳児　紙粘土」……………10:00～11:30

＜遊びの広場＞
毎週月、火、水曜日プレイルーム開放… 9:00～12:00
1、2、8、9、10、15、15、17、22、24、29、30日

※会場は幼児センターです。 

※会場は保健福祉センターです！

【12月分】

5日㈮

9日㈫
10日㈬

16日㈫
18日㈭
19日㈮

22日㈪
25日㈭

30日㈫

3日㈮

6日㈪
7日㈫

10日㈮
17日㈮

ごっくん教室
乳幼児健診　

（通知者以外は14:30～）
旭川がん検診センター送迎検診　
～11日㈭
厚生病院特定健診、がん検診
児童相談所巡回相談
栄養教室
ノルディックウォーキング教室

移動献血車来町
元気っ子クッキング
2歳児相談
旭川がん検診センター送迎検診

13:00～14:00
13:30～
　　  

10:00～13:00

  9:30～12:00

もぐもぐ教室　
乳幼児健診　
子育て相談
男の料理教室
旭川がん検診センター送迎検診
栄養教室

予約制

おいしい手料理
　秋の野菜を主役の素材に使って、手間なし簡単な秋の
メニューです。

おいしい手料理
　秋の野菜を主役の素材に使って、手間なし簡単な秋の
メニューです。

　

　

【大根ステーキ大根ステーキ】
＜材　料＞材　料＞ （２人分）（２人分）
●大根………約12cm●大根………約12cm
●しめじ茸…２分の１株●しめじ茸…２分の１株
●調味料……ポン酢、醤油、七味唐辛子（好み）●調味料……ポン酢、醤油、七味唐辛子（好み）

＜作り方＞作り方＞
①下ごしらえ：大根を４等分に輪切りにし、皮を厚めにむい①下ごしらえ：大根を４等分に輪切りにし、皮を厚めにむい
　て面取りする。　て面取りする。
　片面に十字の切り込みを入れ、米のとぎ汁で軟らかくなる　片面に十字の切り込みを入れ、米のとぎ汁で軟らかくなる
　まで茹でて水気を切る。　まで茹でて水気を切る。
　しめじは石づきを取り小房に分ける。　しめじは石づきを取り小房に分ける。
②フライパンに油を敷き、大根の両面をこんがり焼く。②フライパンに油を敷き、大根の両面をこんがり焼く。
　続いてしめじ、ししとうもさっと火が通る程度に焼く。　続いてしめじ、ししとうもさっと火が通る程度に焼く。
③皿に大根、しめじ、ししとうを盛り、あれば柚子、すだち③皿に大根、しめじ、ししとうを盛り、あれば柚子、すだち
　などをそえる。　などをそえる。
④ポン酢、醤油、七味唐辛子をお好みでかけていただく。④ポン酢、醤油、七味唐辛子をお好みでかけていただく。

【かぼちゃの春巻き】【かぼちゃの春巻き】
＜材料＞（10個分）材料＞（10個分）
●かぼちゃ●かぼちゃ…………………………………500ｇ…500ｇ
●レーズン…●レーズン…………………………………大さじ3大さじ3
●春巻きの皮（市販品）…10枚●春巻きの皮（市販品）…10枚
●調味料…塩（小さじ２分の１、こしょう（少々）、マヨネ●調味料…塩（小さじ２分の１、こしょう（少々）、マヨネ
　ーズ（大さじ４）　　　　　　　　　　　　　　　　ーズ（大さじ４）　　　　　　　　　　　　　　　
●揚げ油…●揚げ油………………………………………適量適量
　

＜作り方＞作り方＞
①下ごしらえ：かぼちゃの皮を取り、乱切りにして軟らかく①下ごしらえ：かぼちゃの皮を取り、乱切りにして軟らかく
　茹で、水気を飛ばし細かくつぶす。　茹で、水気を飛ばし細かくつぶす。
②ハム、パセリをみじん切りにする。②ハム、パセリをみじん切りにする。
③レーズンをぬるま湯に浸して戻し水気を切る。③レーズンをぬるま湯に浸して戻し水気を切る。
④マヨネーズ、塩、こしょうでかぼちゃに味付けし、ハム、④マヨネーズ、塩、こしょうでかぼちゃに味付けし、ハム、
　レーズン、パセリも加えて良く混ぜ10等分する。　レーズン、パセリも加えて良く混ぜ10等分する。
⑤春巻きの皮を広げ、水で戻したレーズンを手前に置いて端⑤春巻きの皮を広げ、水で戻したレーズンを手前に置いて端
　からきっちりと折り巻く。　からきっちりと折り巻く。
⑥巻き終わりに水溶き小麦粉を付けて閉じる。⑥巻き終わりに水溶き小麦粉を付けて閉じる。
⑦セ氏180度の油できつね色になるまでカラリと揚げて完成。⑦セ氏180度の油できつね色になるまでカラリと揚げて完成。

（和田佳子和田佳子さんさん）

【食べて健康・豆知識】【食べて健康・豆知識】
　じゃが芋の主成分はでんぷんですが、ビタミンCやカリウムも多　じゃが芋の主成分はでんぷんですが、ビタミンCやカリウムも多
く含まれています。カリウムは塩分を体外に運び出し、血圧を下げく含まれています。カリウムは塩分を体外に運び出し、血圧を下げ
る働きがあります。また腸の働きを促進させる食物繊維も含んでいる働きがあります。また腸の働きを促進させる食物繊維も含んでい
ます。ただし腎炎などでカリウムを制限されている方は、多食を避ます。ただし腎炎などでカリウムを制限されている方は、多食を避
けましょう。けましょう。
　品種は「男爵」「メークイーン」「農林１号」などがあり、「男　品種は「男爵」「メークイーン」「農林１号」などがあり、「男
爵」はでんぷんが多く粉質なので、調理法としてはゆでて粉ふき芋、爵」はでんぷんが多く粉質なので、調理法としてはゆでて粉ふき芋、
マッシュポテトなどに。「メークイーン」は肉質が細かく崩れにくマッシュポテトなどに。「メークイーン」は肉質が細かく崩れにく
いので、炒めたり、煮込んだりするのに最適です。いので、炒めたり、煮込んだりするのに最適です。

（保健福祉課栄養士　中村弘美保健福祉課栄養士　中村弘美）

　

　

【大根ステーキ】
＜材　料＞ （２人分）
●大根………約12cm
●しめじ茸…２分の１株
●調味料……ポン酢、醤油、七味唐辛子（好み）

＜作り方＞
①下ごしらえ：大根を４等分に輪切りにし、皮を厚めにむい
　て面取りする。
　片面に十字の切り込みを入れ、米のとぎ汁で軟らかくなる
　まで茹でて水気を切る。
　しめじは石づきを取り小房に分ける。
②フライパンに油を敷き、大根の両面をこんがり焼く。
　続いてしめじ、ししとうもさっと火が通る程度に焼く。
③皿に大根、しめじ、ししとうを盛り、あれば柚子、すだち
　などをそえる。
④ポン酢、醤油、七味唐辛子をお好みでかけていただく。

【かぼちゃの春巻き】
＜材料＞（10個分）
●かぼちゃ…………………500ｇ
●レーズン…………………大さじ3
●春巻きの皮（市販品）…10枚
●調味料…塩（小さじ２分の１、こしょう（少々）、マヨネ
　ーズ（大さじ４）　　　　　　　　　　　　　　　
●揚げ油……………………適量
　

＜作り方＞
①下ごしらえ：かぼちゃの皮を取り、乱切りにして軟らかく
　茹で、水気を飛ばし細かくつぶす。
②ハム、パセリをみじん切りにする。
③レーズンをぬるま湯に浸して戻し水気を切る。
④マヨネーズ、塩、こしょうでかぼちゃに味付けし、ハム、
　レーズン、パセリも加えて良く混ぜ10等分する。
⑤春巻きの皮を広げ、具材④を手前において端からきっちり
　と折り巻く。
⑥巻き終わりに水溶き小麦粉を付けて閉じる。
⑦セ氏180度の油できつね色になるまでカラリと揚げて完成。

（和田佳子さん）

【食べて健康・豆知識】
　食材の旬は、その食べ物が最も多く採れる時期が最もおいしく、
栄養価も高くなっています。かぼちゃは夏から秋、大根は秋から冬
にかけて旬です。
　大根は日本人が一番食べる野菜で、ビタミンＣやカリウムが豊富
に含まれていて、消化作用に優れた野菜です。葉の部分もβ‐カロ
テン、ビタミンＣを多く含み、ミネラルではカルシウム、鉄分に優
れ、食物繊維も豊富ですから、葉は捨てずに油いためなどで利用す
ることをお勧めします。
　かぼちゃは、β‐カロテン、ビタミンＣ、ビタミンＥが豊富で、
がん予防に最強トリオです。また食物繊維も豊富です。果肉の部分
より皮、周縁部の栄養価が高いので、皮付きのまま料理するほうが
得策です。

（保健福祉課栄養士　中村弘美）

●ハム………50ｇ
●パセリ……大さじ1
●小麦粉……少量

●ししとう…４本
●サラダ油…適量
●ししとう…４本
●サラダ油…適量


